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の
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に
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冒
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変
遷
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い
て

山
　
本
　
真
　
吾

一
、
は
じ
め
に

√

額
文
と
は
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
忌
日
法
要
や
廟
社
・
塔
寺
な
ど
の
建
築
奉
納
、
ま
た
造
仏
納
経
等
諸
種
の
法
会
法
要
の
折
に
、
そ
れ

ら
仏
教
行
事
を
企
て
る
施
主
（
顕
主
）
の
琉
意
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
そ
の
文
体
は
、
一
定
の
様
式
性
に
型
ど
ら
れ
、
仏
教
故
事
や
膨

大
な
古
典
語
を
多
彩
に
盛
り
込
ん
で
主
と
し
て
対
句
の
連
続
に
よ
る
餅
屈
文
に
仕
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
が
豪
華
な
料
紙
の

う
え
に
名
筆
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
、
暗
俵
の
盛
大
な
仏
教
行
事
の
場
に
提
出
・
朗
唱
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
く
は
時
の
名
文
家
〈
博
士
・

式
部
大
輔
な
ど
の
儒
職
）
　
の
手
に
成
る
。

既
に
、
聖
武
天
皇
四
十
九
日
供
養
の
折
の
願
文
が
正
倉
院
礼
物
（
「
東
大
寺
献
物
帳
」
）
に
退
存
す
る
こ
と
は
夙
に
著
名
で
あ
る
が
、

（1）

平
安
時
代
に
限
定
し
て
そ
の
消
長
を
通
覧
し
て
み
て
も
旺
盛
な
社
会
的
需
要
に
支
え
ら
れ
て
、
膨
大
な
数
量
の
も
の
が
伝
存
す
る
。

『
枕
草
子
』
に
、

。
㌘
文
集
。
文
選
。
新
拭
。
緩
持
蓋
。
賢
。
表
。
聖
の
申
文
。
三
＝
段
、
岩
波
曇
典
㌣
大
系
）
　
つ
く

○
め
で
た
き
も
の
。
（
中
略
）
博
士
の
才
あ
る
は
、
い
と
め
で
た
し
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
。
（
中
略
）
願
文
。
表
、
も
の
1
序
な
ど
作

り
い
だ
し
て
は
め
ら
る
1
も
、
い
と
め
で
た
し
。
（
八
八
段
）

と
あ
る
よ
う
に
、
平
安
朝
に
あ
っ
て
は
、
願
文
は
、
『
自
氏
文
集
』
や
『
文
選
』
な
ど
と
同
位
に
置
か
れ
、
も
の
の
序
（
詩
序
な
ど
）



2

（2）

と
と
も
に
掲
出
す
る
よ
う
に
、
晴
れ
の
第
一
級
の
文
学
作
品
で
あ
っ
た
。

『
源
氏
物
語
』
に
も
、

し

の

　

　

ひ

え

　

ほ

だ

う

　

　

　

　

　

　

さ

う

ぞ

く

　

は

じ

○
か
の
人
の
四
十
九
日
、
忍
び
て
、
比
叡
の
法
花
堂
に
て
、
こ
と
そ
が
ず
、
装
束
よ
り
初
め
て
、
さ
る
べ
き
も
の
ど
も
こ
ま
か
に
、

こ

れ

み

つ

あ

に

　

あ

ぎ

り

　

　

た

ふ

と

　

　

　

　

に

な
ど
せ
さ
せ
給
ふ
。
経
・
傍
の
か
ざ
り
ま
で
、
お
ろ
か
な
ら
ず
。
惟
光
が
兄
の
阿
閤
梨
、
い
と
尊
き
人
に
て
、
二
な
う
し
け
り
。

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぉ
ぽ
　
も
ん
ざ
う
は
か
せ
　
　
め
　
　
　
　
ぐ
わ
ん
　
つ
く

ず諭
経

ふ
み

御
文
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平

の
師
に
て
、
む
つ
ま
し
く
思
す
文
章
博
士
を
乱
心
て
、
厨
丈
作
ら
せ
給
ふ
。
そ
の
人
と
な
く
て
、
あ
は
れ
と
思
ひ
し
人
の
、
は
か
な
き

ぁ

み

だ

　

　

　

　

　

　

き

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

は

さ
ま
に
な
り
に
た
る
を
、
阿
弼
陀
備
に
ゆ
づ
り
聞
ゆ
る
よ
し
、
あ
は
れ
げ
に
、
書
き
出
で
給
へ
れ
ば
、
「
た
ゞ
、
か
く
な
が
ら
、
加
ふ

べ
き
事
侍
ら
ざ
め
り
」
と
申
す
。
（
夕
顔
）

と
あ
っ
て
、
光
源
氏
の
手
に
成
る
願
文
を
文
章
博
士
は
推
敲
に
当
た
る
が
補
訂
の
要
な
し
と
言
っ
て
賞
賛
す
る
。
こ
こ
か
ら
も
平
安
貴
族

の
、
願
文
に
対
す
る
重
視
の
度
合
を
測
量
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
あ
っ
て
願
文
は
第
一
級
の
文
章
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
、
国
語
文
体
史
研
究
の
上
か
ら
は
、
そ

の
実
態
調
査
が
行
き
届
い
て
は
お
ら
ず
等
閑
祝
さ
れ
て
き
た
観
が
強
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
平
安
時
代
に
於
け
る
願
文
の
文
体
研
究
を
志
向
す
る
、
そ
の
二
階
梯
と
し
て
、
文
章
の
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形

式
に
注
目
し
て
考
察
を
行
お
う
と
思
う
。

願
文
に
類
似
す
る
当
代
の
漢
文
の
作
品
の
一
に
表
白
文
が
あ
る
。
峰
岸
明
博
士
は
、
こ
の
表
白
文
の
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
に
注
目

（3）

さ
れ
、
そ
の
史
的
変
遷
の
跡
を
記
述
し
、
背
後
に
存
す
る
変
遷
の
事
情
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。
ま
た
、
峰
岸
博
士
は
、
表
白
文
に
限

ら
ず
広
く
日
本
の
漢
文
の
文
体
を
解
析
す
る
重
要
な
視
点
と
し
て
、
こ
の
書
出
し
、
書
止
め
の
表
現
形
式
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て

（4）

い
ら
れ
る
。

実
際
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
王
澤
不
渇
抄
』
も
こ
れ
に
注
目
し
て
、
〈
願
文
の
認
様
》
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

○
願
文
ノ
認
様
ハ
初
二
敬
白
ト
書
テ
ー
字
下
テ
善
根
ノ
目
録
ヲ
書
キ
○
次
聖
職
ヲ
書
也
〒
・
六
十
ウ
）
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3

平
安
時
代
の
願
文
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
文
献
を
精
査
し
た
結
果
、
表
白
文
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
が
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
そ
こ
に
変

遷
の
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
し
得
た
所
を
時
代
毎
に
記
述
し
、
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
様
式
性
の
獲
得
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
論

じ
て
み
た
い
。

l
「
平
安
時
代
初
期
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式

ま
ず
、
平
安
時
代
初
期
（
西
暦
七
九
二
年
　
－
　
九
〇
〇
年
）
　
の
願
文
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。

稿
末
に
示
し
た
「
平
安
時
代
願
文
一
覧
稿
（
有
標
題
・
年
紀
）
」
　
に
拠
っ
て
、
平
安
時
代
初
期
の
資
料
群
を
通
覧
す
る
と
、
収
録
文
献

や
作
者
の
違
い
に
よ
っ
て
さ
ら
に
次
の
二
期
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。

1
、
廷
暦
・
大
同
～
天
長
頃
の
資
料
群
…
＝
…
・
弘
法
大
師
空
海
作
の
願
文
中
心
（
『
性
雲
集
』
所
収
願
文
）

2
、
貞
硯
～
寛
平
頃
の
資
料
群
…
…
…
菅
原
道
真
作
の
願
文
中
心
（
『
菅
家
文
革
』
所
収
願
文
）

こ
の
二
期
に
つ
い
て
、
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
の
様
相
を
記
述
す
る
。

（
1
）
　
延
暦
・
大
同
～
天
長
頃
の
様
相

A
、
冒
頭
の
表
現
形
式

こ
の
期
の
願
文
の
う
ち
、
作
成
年
代
の
明
ら
か
な
2
0
編
に
つ
い
て
、
そ
の
冒
頭
部
の
表
現
形
式
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
型
に
分

類
さ
れ
る
。

1
、
無
形
式
（
す
ぐ
に
対
句
表
現
や
漫
句
の
本
文
が
始
ま
る
）
　
…
…
・
・
・
3
例

（

紗

．

…

：

．

①

r

…

…

…

…

＝

．

（

p

…

…

．

①

．

．

…

…

．

．

．

…

：

．

〇
奇
哉
。
逸
財
之
徳
。
皇
臭
。
五
轄
之
摂
。
闘
千
門
乎
津
梁
。
廓
萬
戸
乎
抜
済
。
（
1
5
右
将
軍
於
華
山
宅
設
左
僕
射
大
祥
斎
願
文
、
他
1
6
・

1
8
）
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㊥
と
㊥
、
⑥
と
③
が
そ
れ
ぞ
れ
対
を
成
し
て
い
る
。

（5）

2
、
傍
字
（
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
に
い
う
、
副
詞
・
接
続
詞
の
類
）
…
…
…
1
2
例

ア

、

夫

…

…

…

2

例

○
夫
。
併
有
五
智
因
業
各
異
。
（
1
2
為
弟
子
僧
真
体
設
亡
妹
七
々
斎
井
奉
人
伝
燈
料
田
願
文
、
他
1
）

ィ

、

卑

…

…

…

1

例

〇
号
。
有
大
聖
。
競
薄
伽
梵
。
（
3
東
太
上
為
故
中
務
卿
伊
与
親
王
修
功
徳
願
文
）

ウ

、

越

…

…

…

2

例

○
越
。
有
大
楽
不
空
十
七
尊
重
茶
羅
。
（
8
為
故
藤
中
納
言
奉
造
十
七
尊
像
願
文
、
他
6
）

エ

、

維

…

…

㍉

‥

1

例

○
経
。
天
長
四
年
中
夏
之
月
朔
乙
酉
。
皇
天
所
見
。
蒼
生
所
父
。
（
1
3
於
大
極
紫
震
両
殿
請
百
僧
等
廟
文
）

オ
、
某
乙
聞
…
…
…
1
例

○
某
乙
閲
。
智
恵
源
極
強
名
備
駄
。
軌
持
妙
句
慣
日
達
磨
。
（
4
為
藤
大
使
中
納
言
願
文
）

カ

、

恭

聞

…

…

…

3

例

○
恭
聞
。
我
性
自
覚
満
空
。
海
渾
化
身
救
世
。
（
5
為
式
部
笠
丞
願
文
、
他
1
4
・
1
9
）

キ
、
恭
惟
…
…
…
1
例

○
恭
惟
。
陶
冶
身
恒
二
親
恩
重
。
酬
報
岳
漬
非
彿
帰
誰
。
（
2
田
少
弐
為
孝
子
設
斎
願
文
）

ク

、

思

惟

…

…

…

1

例

○
思
惟
。
賛
珠
在
排
。
不
璧
則
夫
雨
賓
之
功
。
智
鏡
虚
心
。
天
縁
則
閑
利
物
之
力
。
（
1
7
和
命
婦
於
法
華
寺
事
入
千
燈
料
田
願
文
）

3
、
弟
子
（
人
名
）
　
～
…
…
…
5
例
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ア
、
弟
子
、
帰
命
～
…
…
…
4
例

○
弟
子
五
第
某
。
帰
命
両
部
畳
茶
羅
也
。
（
7
奉
為
四
恩
図
二
部
大
量
茶
羅
井
十
護
像
願
文
、
他
9
・
1
0
・
1
1
）

ィ
、
弟
子
、
積
首
～
…
…
…
1
例

○
菩
薩
戒
弟
子
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
平
子
、
稽
首
和
南
、
奉
納
山
階
寺
東
院
西
堂
香
燈
讃
経
料
事
、
（
2
0
伊
都
内
親
王
御
施
入
願
文
）

右
の
中
で
は
、
書
出
し
に
2
、
傍
字
の
置
か
れ
る
形
式
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

B
、
末
尾
の
表
現
形
式

文
章
の
末
尾
は
、
こ
の
期
に
あ
っ
て
は
、
対
句
表
現
や
漫
句
（
廻
向
）
で
文
章
を
終
わ
る
無
形
式
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

l
、
無
形
式
…
…
…
1
9
例

〇
六
大
所
遍
。
五
智
牧
舎
。
排
虚
沈
地
。
流
水
遊
林
。
抱
是
我
四
恩
。
同
共
入
一
覚
。
（
1
9
高
野
山
萬
燈
会
願
文
、
他
1
0
以
外
の
全
例
）

2

、

謹

疏

…

…

…

1

例

○
大
小
添
功
。
尊
卑
致
力
。
同
裏
積
霧
。
朗
見
畳
茶
。
謹
疏
。
（
1
0
於
東
大
寺
供
養
三
宝
願
文
）

（
2
）
貞
観
～
寛
平
頃
の
様
相

『
菅
家
文
革
』
に
収
め
ら
れ
た
菅
原
道
真
の
手
に
成
る
願
文
な
ど
の
う
ち
、
年
代
の
明
ら
か
な
3
6
篇
に
つ
い
て
、
（
1
）
と
同
様
の
調

査
を
行
っ
た
。

A
、
冒
頭
の
表
現
形
式

l
、
無
形
式
…
…
…
4
例

○
神
泉
苑
者
、
累
代
近
道
之
地
也
。
（
5
1
奉
〔
宇
多
天
皇
〕
勅
放
却
鹿
鳥
膜
文
、
他
論
・
掴
∵
ふ
望

2

、

傍

字

…

…

…

2

例

ア

、

夫

…

…

…

1

例
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○
夫
。
貞
観
寺
者
。
先
皇
仁
毒
書
初
。
今
上
降
誕
之
日
。
（
3
2
貞
観
寺
設
大
斎
会
願
文
）

ィ

、

早

…

…

…

1

例

〇
号
。
若
天
国
押
開
廣
庭
天
皇
十
三
年
壬
申
。
彿
像
西
掩
。
釈
教
東
来
。
（
2
2
東
大
寺
大
仏
会
御
願
文
）

3
、
弟
子
（
人
名
）
～
…
…
…
2
6
例
．

ア
、
弟
子
、
帰
命
～
…
…
…
5
例

○
弟
子
、
帰
命
稽
首
。
車
道
釈
迦
悌
俊
一
躯
。
（
3
6
事
大
上
皇
〔
清
和
上
皇
〕
勅
、
於
清
和
院
法
会
願
文
、
他
㌶
・
％
・
明
∵
5
4
）

ィ
、
弟
子
、
稽
首
～
…
…
…
4
例

○
弟
子
正
六
位
上
大
江
朝
臣
豊
琴
等
、
稽
首
和
南
。
（
2
4
為
大
枝
豊
琴
等
先
批
周
忌
法
会
願
文
、
他
㌘
・
鵠
・
5
0
）

4
例
と
も
、
「
括
首
和
南
」
で
あ
る
。

ウ
、
弟
子
、
敬
白
～
…
…
＝
・
1
1
例

○
弟
子
正
六
位
上
大
戒
大
丞
藤
原
朝
臣
清
瀬
敬
白
。
深
草
聖
帝
第
七
皇
子
、
避
躁
芝
地
、
名
雲
林
院
。
（
3
0
為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
、
家

地
施
入
雲
林
院
願
文
、
他
2
5
・
3
1
・
3
6
・
3
7
・
4
2
・
4
4
・
4
5
・
4
6
・
4
7
・
竺

工
、
弟
子
、
（
ア
～
ウ
以
外
）
～
…
…
…
6
例

○
弟
子
従
四
位
下
安
倍
朝
臣
貞
行
、
敬
奉
寓
妙
法
蓮
華
経
一
部
。
（
3
4
為
前
陸
奥
守
安
大
夫
〔
安
倍
貞
行
〕
、
於
華
山
寺
講
法
華
経
願
文
、

他

2

1

・

4

0

・

4

1

・

4

3

・

4

8

）

前
代
に
比
し
て
、
3
、
弟
子
（
人
名
〉
～
で
始
ま
る
事
例
が
増
加
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
で
も
、
新
た
に
、
ウ
・
工
な
ど
の
形
式
を
生

み
出
し
て
い
る
点
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
次
代
（
平
安
中
期
）
に
一
般
化
し
、
平
安
末
迄
認
め
ら
れ
る
、
次
の
如
き
、

4
、
奉
（
供
養
経
像
）
～
…
…
…
3
例
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ア
、
奉
～
、
（
弟
子
）
敬
白
～
…
…
…
1
例

○
奉
造
阿
爾
陀
像
一
腹
、
事
馬
妙
法
蓮
華
経
一
部
。
弟
子
土
左
植
守
従
五
位
下
源
朝
臣
湛
敬
白
。
（
3
3
為
源
大
夫
〔
湛
〕
、
亡
室
藤
氏
七
々

自
修
功
徳
願
文
）

ィ
、
奉
～
、
右
～
…
…
…
2
例

○
　
　
奉
造
白
檀
釈
迦
悌
像
一
腹

脇
侍
菩
薩
二
躯
。

奉
寓
金
字
孔
雀
経
一
部

墨
書
詩
命
経
四
十
巻
。

右
中
宮
殿
下
、
為
第
一
公
主
所
荘
厳
也
。
（
5
3
奉
中
宮
〔
斑
子
〕
令
旨
為
第
一
公
主
賀
四
十
齢
願
文
、
他
4
9
）

の
形
式
が
こ
の
期
に
見
え
始
め
る
。
こ
の
他
、
冒
頭
に
す
ぐ
供
養
経
像
を
連
ね
る
形
式
も
見
ら
れ
た
。

納
経
欒

○
　
　
慣
銀
重
一
合

悌
施
料
。

二
百
嚢

紅
雪
小
百
斤

付
施
料
。

弟
子
　
生
在
末
世
、
乃
宿
業
也
。

（
5
6
奉
〔
宇
多
天
皇
〕
勅
雑
斐
供
施
三
宝
衆
僧
願
文
）

7

但
し
、
こ
の
形
式
は
平
安
時
代
に
あ
っ
て
は
極
く
稀
で
あ
る
。

B
、
末
尾
の
表
現
形
式

（
1
）
　
の
頃
と
同
様
、
こ
の
期
に
も
や
は
り
、
無
形
式
が
大
勢
を
占
め
る
。

1

、

無

形

式

…

…

…

3

0

例



00

の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
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形

時
現
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平

○
無
遠
功
徳
、
無
料
善
根
、
普
施
法
界
、
皆
共
利
益
。
（
3
7
吉
祥
院
法
華
会
願
文
、
3
の
6
例
を
除
く
全
例
）

2

、

謹

疏

…

…

…

0

例

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
、
次
代
に
は
定
着
す
る
、

3
、
敬
白
・
…
・
…
・
6
例

ア

、

敬

白

…

…

…

3

例

○
乃
至
鎖
国
山
、
其
下
枯
骨
、
共
成
彿
道
。
敬
白
。
（
4
1
為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
願
文
、
他
4
2
・
4
7
）

ィ
、
弟
子
（
人
名
）
　
（
～
）
敬
白
…
…
…
3
例

○
弟
子
清
瀬
、
穂
首
和
南
。
敬
白
。
（
3
0
為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
、
家
地
施
入
雲
林
院
願
文
、
他
5
5
・
5
6
）

の
形
式
が
こ
の
頃
よ
り
見
え
始
め
る
。

三
、
平
安
時
代
中
期
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
。

次
に
、
平
安
時
代
中
期
（
九
〇
一
年
　
－
一
〇
〇
〇
年
）
　
の
願
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
期
の
顕
文
は
、
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
作
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
3
1
請
に
つ
い
て
、
前
項
と
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
。

A
、
冒
頭
の
表
現
形
式

こ
の
期
に
な
る
と
、
1
、
無
形
式
の
も
の
は
激
減
し
、
次
の
例
の
み
と
な
る
。

○
仁
和
寺
内
地
。
建
八
角
一
堂
。
（
5
7
仁
和
寺
門
堂
供
養
願
文
）

2

、

傍

字

…

…

…

7

例

ア

、

夫

…

…

…

2

例

○
夫
、
雲
林
院
者
。
松
葛
有
心
之
地
。
香
花
不
朽
之
場
也
。
（
7
2
村
上
天
皇
供
養
雲
林
院
御
塔
顧
文
、
他
6
9
）



の尾
）

東
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
超

文
変

額
の

の
式

代
形

時
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安
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9

イ

～

ク

、

…

…

…

0

例

ケ

、

夫

以

…

…

…

2

例

○
夫
以
。
人
中
之
尊
。
猶
現
四
枯
之
相
。
天
上
之
楽
。
終
為
五
衷
之
悲
。
（
7
9
為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文
、
他
竺

コ

、

蓋

聞

…

…

…

1

例

○
蓋
開
。
釈
迦
如
来
之
報
母
恩
也
。
（
7
6
嵯
峨
念
悌
房
訊
五
種
行
十
種
供
養
願
文
）

サ

、

博

聞

…

…

…

1

例

〇
倍
聞
。
蓮
鮮
陸
地
。
善
導
不
出
生
之
微
。
光
照
四
方
。
始
束
表
説
法
之
趣
。
（
5
9
法
性
寺
塔
会
願
文
）

シ

、

風

聞

…

…

…

1

例

○
風
聞
。
彿
心
湛
水
。
智
恵
之
海
無
涯
。
神
蟹
放
光
。
暗
冥
之
房
怨
敵
。
（
6
1
朱
雀
院
被
修
御
八
講
願
文
）

イ
～
ク
の
用
例
は
拾
わ
れ
な
い
が
、
オ
、
某
乙
聞
、
カ
、
恭
閲
と
同
類
の
「
－
聞
」
型
が
コ
～
シ
の
如
く
認
め
ら
れ
る
。

3
、
弟
子
～
・
4
、
奉
（
供
養
経
像
）
～
の
形
式
は
、
前
代
に
引
続
き
用
い
ら
れ
る
。

3
、
弟
子
（
仏
子
・
沙
弥
）
～
…
…
…
1
7
例

ア
、
弟
子
、
帰
命
～
…
…
…
2
例

伊
タ

○
弟
子
某
帰
命
稽
首
。
前
日
悌
言
。
（
7
4
謙
徳
公
報
恩
願
文
、
他
7
0
）

ィ
、
弟
子
、
稽
首
～
…
…
…
4
例

○
弟
子
重
明
。
稽
首
和
南
。
自
悌
而
言
。
（
6
0
為
中
務
卿
親
王
家
宝
四
十
九
日
願
文
、
他
6
3
・
6
8
・
8
7
）

ウ
、
弟
子
、
敬
白
～
…
…
…
6
例

○
弟
子
朝
綱
敬
白
。
（
6
5
為
亡
息
澄
明
四
十
九
日
願
文
、
他
7
3
・
7
5
・
7
7
・
8
3
・
竺

工
、
弟
子
、
（
ア
～
り
以
外
）
　
～
…
…
…
5
例
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○
弟
子
為
光
。
前
日
悌
言
。
（
8
0
為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
々
御
四
十
九
日
願
文
、
他
7
1
・
7
8
・
8
1
・
竺

4
、
奉
（
供
養
経
像
）
～
…
…
…
6
例

ア
、
奉
～
、
敬
白
～
…
…
…
0
例

ィ
、
奉
～
、
右
～
…
…
…
5
例

○
　
　
拳
固
観
音
像
六
鋪

奉
寓
法
華
経
六
部

右
奉
仰
云
。
（
6
2
朱
雀
院
平
賦
後
被
修
法
会
願
文
、
他
6
4
・
6
6
・
6
7
・
竺

ウ
、
奉
～
、
以
前
悌
脛
。
供
養
演
説
。
…
…
…
1
例

○
　
華
道
白
檀
阿
弼
陀
併
像
一
躯
。
観
世
音
菩
薩
。
待
大
勢
至
菩
薩
像
各
一
髄
。

奉
寓
金
字
妙
法
華
経
一
部
八
巻
。
無
量
義
経
。
観
音
賢
経
。
阿
弼
陀
経
。
般
若
心
経
各
一
巻
。

以
前
併
経
。
供
養
演
説
。
八
萬
四
千
之
相
。
秋
月
蒲
而
高
懸
。
開
三
顕
一
之
文
。
春
花
貫
以
永
鮎
。

（
8
4
奉
為
円
融
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
会
御
願
文
）

B
、
末
尾
の
表
現
形
式

1

、

無

形

式

…

…

…

0

例

2

、

謹

疏

…

…

…

0

例

3

、

敬

白

…

…

…

3

1

例

ア

、

敬

白

…

…

…

2

1

例

。
普
及
群
迷
。
倶
悟
法
恩
。
敬
白
。
（
5
8
醍
醐
天
皇
奉
為
母
后
胤
子
祈
冥
福
御
願
文
、
他
5
9
・
6
0
・
6
1
・
朗
・
6
9
・
7
0
・
7
1
・
7
2
・
7
3
，

7

6

・

7

8

・

7

9

・

8

0

・

8

1

・

8

2

・

8

3

・

朗

・

8

5

・

8

6

・

8

7

）
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ィ
、
弟
子
（
人
名
）
　
（
～
）
敬
白
…
…
…
4
例

○
凡
灰
四
生
之
煩
。
被
以
一
子
之
悲
。
弟
子
敬
白
。
（
5
7
仁
和
寺
門
堂
供
養
願
文
、
他
7
4
・
7
5
・
7
7
）

ウ
、
桔
首
～
、
敬
白
・
…
…
＝
3
例

○
乃
至
二
千
界
之
中
。
興
我
国
哀
者
。
併
超
生
死
之
流
。
令
到
菩
提
之
岸
。
稽
首
和
南
。
敬
白
。
（
6
3
為
左
大
臣
息
女
々
御
修
四
十
九
日

願
文
、
他
6
5
・
鎚
）

工
、
（
所
）
修
如
件
、
敬
白
…
…
…
3
例

○
酉
臣
奉
令
旨
。
令
惨
如
件
。
敬
白
。
（
6
7
朱
雀
院
周
忌
御
厨
文
、
他
6
2
・
竺

延
喜
　
－
　
長
徳
の
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
、
末
尾
に
「
敬
白
」
を
置
く
形
式
が
定
着
す
る
。

尚
、
・
3
の
う
ち
、
工
、
（
所
）
惨
如
件
、
敬
白
の
形
式
を
と
る
場
合
は
、
冒
頭
は
常
に
4
、
ィ
、
奉
～
右
～
で
あ
る
と
い
う
対
応
も
認

め
ら
れ
る
。

四
、
平
安
時
代
後
期
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式

長
保
－
応
徳
の
平
安
時
代
後
期
（
一
〇
〇
一
年
－
一
〇
八
六
年
）
の
願
文
と
し
て
は
、
『
本
朝
続
文
粋
』
所
収
の
作
が
多
く
伝
存

し
て
お
り
、
こ
の
他
一
部
『
本
朝
文
粋
』
・
『
江
都
督
納
言
顧
文
集
』
の
作
が
加
わ
る
。
こ
の
項
で
調
査
対
象
と
し
た
願
文
の
数
は
聖
局

で
あ
る
。

A
・
冒
頭
の
表
現
形
式

こ
の
時
期
に
は
、
1
、
無
形
式
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
2
、
傍
字
で
「
蓋
聞
」
の
使
用
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

2

、

傍

字

…

…

…

9

例

ア
、
夫
・
…
…
‥
2
例
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○
夫
、
聖
主
世
尊
利
衆
生
之
顧
宵
大
。
開
槽
願
宜
教
菩
薩
之
法
甚
深
。
（
讐
条
天
皇
奉
為
母
后
修
法
会
願
文
、
他
嬰

イ

～

ケ

、

サ

・

シ

…

…

…

0

例

コ
、
蓋
聞
・
…
…
‥
7
例

。
蓋
問
。
摩
尼
抄
寧
之
珠
。
照
一
乗
於
前
後
。
醍
醐
園
頓
之
味
。
該
万
方
於
古
今
。
（
1
1
6
円
徳
院
供
養
願
文
、
他
1
望
6
　
聖
聖
望
聖

懸3
、
弟
子
（
人
名
）
～
…
…
…
1
3
例

ア
、
弟
子
、
熔
命
～
…
…
…
4
例

○
弟
子
某
、
帰
命
稽
首
バ
白
彿
言
。
（
9
1
供
養
浄
妙
寺
塔
願
文
、
．
他
把
・
．
聖
1
1
2
）

ィ
、
弟
子
、
措
首
～
…
…
…
3
例

○
図
宰
正
四
位
下
行
式
部
擢
大
輔
兼
東
宮
学
士
大
介
大
江
朝
臣
匡
衝
、
穂
首
踵
足
。
自
悌
法
付
言
。
（
8
9
於
尾
張
国
熱
田
神
社
供
養
大
般

若
願
文
、
他
粥
・
1
1
0
）

ウ
、
弟
子
、
敬
白
～
…
…
…
2
例

○
弟
子
某
敬
白
。
（
1
0
8
為
亡
室
四
十
九
日
願
文
、
他
塑

エ
、
弟
子
、
（
ア
～
り
以
外
）
　
～
…
…
…
4
例

○
弟
子
大
日
本
国
左
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
某
。
前
白
霊
山
浄
土
釈
迦
尊
言
。
（
9
0
為
左
大
臣
供
養
浄
妙
寺
願
文
、
他
鍋
・
鍋
・
竪

4
、
事
（
供
養
経
像
）
～
…
…
…
4
例

ア
、
奉
～
、
敬
白
～
…
…
…
0
例

ィ
、
奉
～
、
右
～
…
…
…
4
例

○
　
　
拳
固
給
極
楽
浄
土
専
一
摸
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3

1

奉
書
寓
金
字
妙
法
蓮
華
堅
部
八
巻
。
開
結
・
経
。
阿
爾
陀
経
。
般
若
心
経
各
一
巻
。

右
太
上
法
皇
。
去
月
八
日
。
元
祖
雲
惨
。
曇
駕
霞
登
。
（
9
3
花
山
院
四
十
九
日
御
願
文
、
他
朗
・
粥
・
塑

5

、

敬

白

～

…

…

…

4

例

ア

、

敬

白

、

奉

～

…

…

…

3

例

○
敬
白
。
奉
寓
色
紙
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
。
無
量
義
経
一
巻
◇
観
普
賢
経
一
巻
。
般
若
心
経
一
巻
。
（
1
0
1
北
野
廟
供
養
彿
経
願
文
、
他

聖
1
0
4
）

ィ

、

敬

白

～

…

…

…

1

例

○
敬
白
。
叡
山
三
賓
根
本
中
堂
。
護
法
山
王
四
所
八
王
子
。
（
9
7
後
朱
雀
天
皇
欲
起
三
井
寺
戒
壇
願
文
）

5
の
形
式
は
、
こ
の
期
よ
り
新
た
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
特
に
、
こ
の
ア
の
形
式
は
、
前
述
の
『
王
澤
不
渇

抄
』
の
（
願
文
の
認
様
》
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
王
浮
不
渇
抄
』
は
、
少
な
く
と
も
、
平
安
時
代
後
期
以
降
の

願
文
に
払
っ
て
、
規
範
を
論
じ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

B
、
末
尾
の
表
現
形
式

当
期
も
・
平
安
中
期
と
同
様
に
、
1
、
無
形
式
・
2
、
謹
疏
で
結
ぶ
文
章
は
指
摘
さ
れ
な
い
。
す
べ
て
3
、
敬
白
で
結
ぶ
形
式
で
あ
る
。

3

、

敬

白

…

…

…

3

1

例

ア

、

敬

白

…

…

…

2

3

例

○
乃
至
一
雲
所
露
。
万
有
豪
盆
。
敬
白
。
（
竺
条
天
皇
奉
為
母
后
修
法
会
願
文
、
他
イ
～
エ
の
8
例
以
外
全
例
）

ィ
、
弟
子
（
人
名
）
、
（
～
）
敬
白
…
…
…
6
例

○
今
不
幾
。
神
明
願
賜
霊
喝
匡
衡
敬
白
。
（
8
9
於
尾
張
国
熱
田
神
社
供
養
大
般
若
願
文
、
他
的
・
9
1
・
鍍
・
聖
懸

り
、
稽
首
～
・
敬
白
…
…
…
1
例
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〇
一
念
所
企
。
三
質
知
見
。
稽
首
和
南
。
敬
白
。
（
9
5
法
成
寺
金
堂
供
養
願
文
）

エ
、
（
所
）
修
如
件
、
敬
白
…
…
…
1
例

○
皆
設
妙
果
者
。
謹
奉
令
旨
。
所
惨
如
件
。
敬
白
。
（
曾
王
后
宮
建
堂
舎
安
悌
像
願
文
）

五
、
院
政
期
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式

院
政
期
二
〇
八
七
　
－
　
二
九
一
年
）
　
に
入
る
と
伝
存
す
る
願
文
の
数
は
急
増
す
る
。
実
際
に
作
成
さ
れ
た
願
文
の
数
も
こ
の
期
に

（6）

増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
古
記
録
な
ど
に
「
願
文
」
　
の
語
が
多
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
期
の
も
の
も
、
平
安
初
期
と
同
様
、
収
録
文
献
や
作
者
の
違
い
に
よ
っ
て
、
前
・
後
期
の
二
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に

対
応
し
て
冒
頭
・
凍
尾
の
表
現
形
式
に
も
若
干
の
相
違
が
看
取
さ
れ
る
。

1
、
寛
治
～
保
延
頃
の
資
料
群
…
…
…
藤
原
敦
光
・
大
江
匡
房
作
の
願
文
中
心
（
『
本
朝
続
文
粋
』
・
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収

願
文
）

2
、
久
安
～
建
久
頃
の
資
料
群
…
…
…
藤
原
永
範
・
平
氏
作
の
願
文
中
心
（
『
本
朝
文
集
』
所
収
願
文
な
ど
）

（
1
）
寛
治
～
保
延
頃
の
様
相

A
、
冒
頭
の
表
現
形
式

こ
の
期
の
願
文
4
2
籍
に
つ
い
て
、
今
迄
と
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
。

1

、

無

形

式

…

…

…

0

例

2

、

傍

字

…

…

…

1

6

例

ア

、

夫

…

…

…

2

例

○
夫
玄
之
又
玄
者
。
重
玄
之
門
也
。
（
1
2
9
堀
河
院
奉
為
母
后
御
八
講
願
文
、
他
1
5
0
）
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イ

～

ク

…

…

…

0

例

ケ

、

夫

以

…

…

…

1

例

○
夫
以
、
九
十
劫
前
栴
檀
煎
烏
宏
之
巧
四
七
品
裏
石
葡
開
牛
車
之
縦
。
（
響
子
佐
官
新
堂
願
文
）

コ

、

蓋

閲

…

…

…

1

1

例

○
墓
園
、
玄
之
又
玄
風
開
無
垢
地
之
門
。
神
之
又
神
雲
垂
有
為
界
之
跡
。
（
1
2
1
院
被
供
養
熊
野
山
多
宝
塔
願
文
ヾ
他
聖
描
読
∵
望

1
．
1
3
・
望
用
・
聖
聖
1
5
9
）

サ

、

博

聞

…

…

…

0

例

シ

、

風

聞

…

…

…

1

例

○
風
聞
、
佃
利
天
之
多
楽
也
。
未
免
悲
於
五
衰
2
月
。
〈
1
4
9
後
三
条
院
五
七
日
御
厨
文
）

ス

、

側

聞

…

…

…

1

例

○
側
聞
。
理
智
湛
寂
。
浮
慈
航
於
苦
海
。
（
1
1
9
供
養
三
井
寺
常
行
堂
願
文
）

無
形
式
の
も
の
は
、
や
は
り
拾
わ
れ
な
い
。
平
安
時
代
後
期
と
同
様
、
「
蓋
聞
」
が
多
く
認
め
ら
れ
た
。

3
、
弟
子
（
人
名
）
…
…
…
1
8
例

ア
、
－
弟
子
、
帰
命
～
…
…
…
0
例

ィ
、
弟
子
、
稽
首
～
…
…
…
1
例

○
弟
子
従
二
位
行
檀
中
納
言
兼
都
督
大
江
朝
臣
匡
房
、
稽
首
接
足
而
作
是
言
。
〈
1
2
4
安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文
）

ウ
、
弟
子
、
敬
自
～
…
…
…
1
1
例

○
犬
上
天
皇
講
、
敬
白
。
（
1
2
2
橘
寺
願
文
、
他
響
高
二
望
遠
二
誓
Ⅲ
∴
誓
描
∴
誓
弼

工
、
弟
子
、
（
ア
～
ウ
以
外
）
～
…
…
…
6
例



6

の尾
）

宋
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
遷

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平

○
弟
子
正
二
位
行
植
中
納
言
大
江
朝
臣
匡
房
。
合
二
羽
之
掌
。
自
両
足
之
尊
。
（
1
2
6
為
亡
男
隆
兼
四
十
九
日
忌
修
追
福
願
文
、
他
望
望

甲
高
二
竪

4
、
奉
（
供
養
経
像
）
～
…
…
…
2
例

ア
、
奉
～
、
敬
白
～
…
…
…
0
例

ィ
、
奉
～
、
右
～
…
…
…
2
例

○
　
　
奉
造
寓
供
養
彿
経
事
。
奉
造
顧
等
身
皆
金
色
阿
爾
陀
如
来
像
一
鰹
。
（
中
略
）

右
奉
令
旨
俗
。
（
1
2
5
大
皇
太
后
宮
為
藤
原
師
貴
修
冥
福
願
文
、
他
響

ウ
、
奉
～
、
以
前
悌
経
。
供
養
演
説
。
…
…
…
0
例

5
、
敬
白
～
…
…
…
6
例

ア
、
敬
白
、
奉
～
…
…
…
6
例

○
敬
白

二
建
立
一
尺
六
寸
七
賓
塔
一
基

奉
安
置
念
泥
小
字
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻

右
造
塔
功
徳
。
載
在
経
典
。
（
1
5
1
鳥
羽
院
参
御
熊
野
山
願
文
、
他
甲
高
こ
甲
ふ
T
型

ィ

、

敬

白

～

…

…

…

0

例

前
代
に
比
し
て
、
5
－
ア
の
例
が
や
や
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

B
、
末
尾
の
表
現
形
式

1
、
無
形
式
・
2
、
謹
疏
で
結
ぶ
文
章
は
、
や
は
り
指
摘
さ
れ
な
い
。

3

、

敬

白

…

…

…

4

0

例
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ア

、

敬

白

…

…

…

3

7

例

○
功
徳
之
飴
。
普
及
一
切
。
敬
白
。
（
1
1
9
供
養
三
井
寺
常
行
堂
顕
文
、
他
イ
～
エ
の
例
を
除
く
全
例
）

ィ
、
弟
子
（
～
）
　
敬
白
…
…
…
1
例

○
弟
子
俊
房
。
焚
香
稽
首
。
蹟
於
備
前
。
敬
白
。
（
1
2
7
逆
修
法
会
願
文
）

ウ
、
桔
首
～
、
敬
白
…
…
…
1
例

○
同
寺
法
味
。
共
遊
党
苑
。
桔
首
合
掌
。
敬
白
。
（
1
5
8
鳥
羽
勝
光
明
院
供
養
願
文
）

工
、
（
奉
）
修
如
件
、
敬
白
…
…
…
1
例

○
乃
至
無
遠
平
等
利
益
者
。
謹
奉
令
旨
。
奉
修
如
件
。
敬
白
。
（
1
2
5
大
皇
太
后
官
為
藤
原
師
貿
修
冥
福
願
文
）

4
、
桔
首
和
南
…
…
…
2
例

○
普
覆
恵
雲
於
元
二
之
間
。
悉
濯
甘
露
於
大
千
之
界
。
稽
首
和
南
。
（
1
5
1
鳥
羽
院
参
御
熊
野
山
願
文
、
他
竪

こ
の
期
、
4
の
形
式
が
新
た
に
出
現
す
る
。

7

（
2
）
久
安
～
建
久
頃
の
様
相

院
政
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
願
文
の
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
は
、
さ
ら
に
新
た
な
る
変
遷
を
遂
げ
る
よ
う
で
あ
る
。
即

ち
、
従
来
の
型
に
は
ま
ら
な
い
事
例
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
期
の
願
文
と
し
て
、
今
回
調
査
を
行
っ
た
の
は
計
5
5
清
を
数
え
る
。

A
、
冒
頭
の
表
現
形
式

1
、
・
無
形
式
…
…
…
1
例

○
宮
閏
正
位
。
垂
象
於
玉
床
之
星
。
仙
院
侍
稀
。
顕
徳
於
彫
管
之
霞
。
（
1
9
5
後
白
河
天
皇
為
建
春
門
院
中
陰
忌
修
法
会
願
文
）
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2
、
傍
字
…
…
…
2
6
例

ア
、
夫
…
…
…
8
例

。
夫
極
楽
之
卓
轢
十
方
浄
剃
者
。
依
為
易
往
之
境
界
也
。
（
1
7
5
十
楽
星
陀
荘
供
養
願
文
、
他
1
7
6
捕
ふ
∵
溌
∴
竺

0
響
響

イ
・
ウ
…
…
…
0
例

エ
、
維
…
…
…
1
例

○
経
営
歳
次
。
治
承
元
年
丁
酉
月
並
十
「
月
」
二
月
。
日
数
三
百
五
十
飴
箇
日
。
（
警
宗
野
願
文
）

オ
～
ク
…
…
…
0
例

ケ
、
夫
以
…
…
…
4
例

。
夫
以
。
慈
悲
老
諸
彿
章
心
之
本
也
。
（
1

64
千
日
御
講
願
文
、
他
1
9
8
聖
響

コ
、
蓋
聞
＝
…
…
・
9
例

。
蓋
聞
。
方
便
赴
機
之
説
。
悉
横
風
喝
（
曾
蒜
天
皇
奉
為
待
賢
門
院
修
法
華
八
講
御
願
文
、
他
1

9
2
19
6
1
7
9
聖
聖
ふ
「
聖

響
サ
・
シ
…
…
…
0
例

ス
、
側
聞
…
…
…
4
例

。
側
聞
。
大
慈
済
度
之
船
。
来
往
干
正
遍
知
之
願
海
。
（
1

6
3
安
楽
寿
院
阿
弼
陀
堂
供
養
願
文
、
他
m
・
聖
2
1

1
）

3
、
弟
子
～
…
…
…
1
4
例

＼ア
、
弟
子
、
帰
命
～
…
…
…
0
例

ィ
、
弟
子
、
穂
首
～
…
…
…
3
例

○
弟
子
沙
門
詮
稽
首
和
南
。
向
悌
啓
白
。

（
1
6
5
鳥
羽
天
皇
御
逆
修
法
会
願
文
、
他
望
竪
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ウ
、
弟
子
、
敬
白
～
…
…
…
7
例

○
弟
子
沙
門
敬
白
。
（
1
7
0
鳥
羽
天
皇
御
逆
惨
結
顧
御
顕
文
、
他
1
7
3
　
甲
高
二
湖
ふ
∵
塑

工
、
弟
子
（
ア
～
り
以
外
）
～
…
…
…
4
例

○
弟
子
沙
門
誼
胡
探
合
掌
而
作
是
言
。
（
1
6
9
鳥
羽
天
皇
於
天
王
寺
御
逆
修
功
徳
御
顕
文
、
他
甲
ふ
て
墾

4

、

奉

（

供

養

経

像

）

～

…

…

…

0

例

5

、

敬

白

～

…

…

…

1

0

例

ア

、

敬

自

、

奉

～

…

…

…

8

例

○
敬
白
。
奉
造
立
金
色
三
尺
阿
頚
陀
如
来
像
一
百
鉢
。
（
1
7
7
鳥
羽
天
皇
刻
千
恒
阿
弼
陀
悌
御
願
文
、
他
1
7
4
1
7
8
撃
ふ
∵
皿
読
∵
墾

ィ

、

敬

白

～

…

…

…

2

例

○
敬
白
。
勤
行
逆
修
善
根
事
。
（
7
2
鳥
羽
天
皇
逆
修
功
徳
御
願
文
、
他
響

こ
の
期
は
、
1
、
無
形
式
の
も
の
が
孤
例
で
は
あ
る
が
拾
わ
れ
る
点
、
4
、
奉
（
供
養
経
像
）
～
の
形
式
の
例
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る

点
、
前
代
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
4
、
奉
～
の
形
式
は
、
5
－
ア
、
敬
白
、
奉
～
に
移
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
尚
考
え
た

い
。ま

た
、
こ
の
時
期
に
は
、

○
帰
命
項
咤
八
幡
大
菩
薩
者
。
日
域
朝
廷
之
本
主
。
累
世
明
君
之
桑
組
也
。
（
2
0
6
源
義
仲
戯
羽
丹
生
八
幡
宮
願
文
、
他
墾
品
T
型

な
ど
、
や
は
り
前
代
に
は
認
め
難
い
冒
頭
の
形
式
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

B
、
末
尾
の
表
現
形
式

1

、

無

形

式

…

…

…

2

例

○
懇
地
尤
深
。
所
仰
悲
願
也
。

（
2
0
4
供
養
悌
経
願
文
、
他
型
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2

、

謹

疏

…

…

…

0

例

3

、

敬

白

…

…

…

5

2

例

ア

、

敬

白

…

…

…

4

5

例

○
乃
至
一
書
所
軍
。
六
趣
不
限
。
敬
白
。
（
思
蒜
天
皇
奉
為
待
賢
門
院
惨
法
華
八
講
御
願
文
、
他
ウ
・
上
の
7
例
を
除
く
全
例
）

ィ
、
弟
子
（
～
）
　
敬
白
…
…
…
0
例

ウ
、
稽
首
～
、
敬
白
…
…
…
6
例

〇
一
心
之
至
。
三
質
捨
諸
。
稽
首
和
南
。
敬
白
。
（
1
7
1
千
日
御
講
御
願
文
、
他
1
7
9
　
聖
ふ
∴
竺
墾

上
、
（
仇
所
立
申
）
如
件
、
敬
白
…
…
…
1
例

○
仇
所
申
如
件
。
敬
白
。
（
2
0
5
源
義
仲
献
白
山
神
願
文
）

4

、

猪

首

和

南

…

…

…

0

例

5

、

再

拝

…

…

…

1

例

○
仰
願
十
二
所
権
現
。
各
璧
利
生
之
超
。
造
翔
苦
海
之
空
。
歓
左
道
之
愁
。
速
遂
帰
洛
之
本
懐
。
再
拝
。
（
望
蒜
野
願
文
）

無
形
式
の
も
の
や
、
5
、
再
拝
な
ど
前
代
と
は
異
な
っ
た
所
が
認
め
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

六
、
ま
と
め

以
上
、
柳
か
機
械
的
に
処
理
し
す
ぎ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
と
い
う
一
時
代
を
軸
と
し
て
願
文
の
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
に

つ
い
て
眺
め
て
み
た
。

各
項
に
於
け
る
検
討
結
果
を
表
に
し
て
示
す
と
次
の
如
く
な
ろ
う
。
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5 4 3 2 1 5 4

奉

3 2 1

再

拝

稽
首
和
南

敬

白

謹

疏

無

形

式

敬

白

弟

子

傍

字

無

形

式

延
暦
・大
同
～
天
長

平

安

時

代

初

期

貞
観
～
寛
平

平
安
時
代

中
期

平
安

時
代

後
期

寛
治
～
保
延

平

安

時

代

院

政

期

久
安
～
建
久
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こ
の
（
表
）
よ
り
知
ら
れ
る
こ
と
で
重
要
と
思
し
き
点
を
述
べ
る
な
ら
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
ず
、
願
文
の
文
章
の
冒
頭
・
末
尾
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
の
表
現
形
式
が
生
じ
、
消
え
る
中
で
、
無
形
式
の
も
の
が
衰
え
て
何
ら
か

の
《
型
》
を
獲
得
す
る
の
は
、
平
安
時
代
中
期
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

第
二
に
、
平
安
時
代
初
期
に
於
け
る
、
前
・
後
期
の
間
に
認
め
ら
れ
る
断
層
が
注
目
に
値
す
る
。
冒
頭
に
於
け
る
4
、
奉
（
供
養
経
像
）

～
の
形
式
、
末
尾
に
於
け
る
3
、
敬
白
の
形
式
は
、
後
代
、
一
般
化
し
、
相
当
に
定
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
性
霊
集
』
所
収

の
空
海
作
の
願
文
に
は
見
え
ず
、
『
菅
家
文
革
』
所
収
の
菅
原
道
真
作
の
願
文
を
そ
の
始
発
と
す
る
の
で
あ
る
。

（7）

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
の
国
語
が
中
期
頃
を
境
に
種
々
の
点
で
変
化
す
る
こ
と
は
、
諸
先
学
の
よ
く
説
く
所
で
も
あ
る
。
何

故
に
、
こ
の
期
が
、
言
語
変
化
の
節
目
と
な
る
の
か
、
そ
の
言
語
史
的
・
文
化
史
的
背
景
を
追
求
し
て
ゆ
く
こ
と
が
今
後
必
要
と
な
ろ
う
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
も
、
渡
辺
秀
夫
氏
が
『
本
朝
文
粋
』
所
収
願
文
の
語
彙
に
関
し
て
、
『
性
霊
薬
』
所
収
願
文
の
語
彙
と
の
一
致
度

（8）

の
低
さ
、
『
菅
家
文
革
』
所
収
願
文
の
語
彙
と
の
一
致
度
の
高
さ
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
単
に
、
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
の

み
で
は
な
く
、
他
の
言
語
要
素
に
つ
い
て
考
察
を
広
げ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
筆
者
は
、
今
後
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1
、
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
文
章
構
成
法
に
つ
い
て
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

こ
れ
は
、
願
文
の
表
現
内
容
と
も
深
く
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

（9）

例
え
ば
、
『
諷
請
願
文
表
自
筆
鉢
』
に
は
、
そ
の
文
章
構
成
を
、

○
願
文
書
十
番
・
一
番
四
種
　
二
番
聖
霊
平
生
様
　
三
番
病
中
様
　
四
番
逝
去
様
　
五
番
悲
歎
　
六
番
日
数
事
　
七
番
修
善
仏
経
事

八
番
時
節
景
気
事
　
九
番
昔
因
縁
事
　
十
番
廻
向
事
（
有
惣
別
）

と
説
く
。
こ
れ
ら
十
番
の
一
々
の
内
容
が
、
ど
う
い
う
順
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
実
作
で
は
常
に
具
有
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ

（10）

た
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
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2

十
番
廻
向
文
は
、
や
は
り
平
安
時
代
を
通
じ
て
常
に
終
結
部
に
置
か
れ
、

○
乃
至
法
界
平
等
利
益

も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
文
が
、
用
小
野
宮
右
大
臣
周
忌
願
文
（
永
承
元
年
十
二
月
八
日
）
を
始
発
と
し
て
、
相
当
に
定
型
化
し
た
言

廻
し
と
し
て
多
用
さ
れ
る
。

（11）

こ
の
こ
と
は
、
表
白
文
の
文
章
構
成
法
と
も
関
係
し
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
課
題
で
あ
る
。

2
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
願
文
の
表
現
形
式
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

願
文
と
題
さ
れ
る
文
章
は
、
中
国
文
献
に
於
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

我
が
国
の
願
文
は
、
こ
れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
言
語
面
に
於
い
て
ど
の
よ
う
な
関
連
が
認
め
ら
れ
る

か
、
即
ち
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
願
文
の
言
語
を
ど
の
部
分
に
ど
の
程
度
継
承
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
我
が
国
で
独
自
に
生
じ
た
部
分

は
な
い
の
か
、
等
が
問
題
と
な
る
。

（12）

因
み
に
、
金
岡
照
光
氏
の
紹
介
さ
れ
た
ス
タ
イ
ン
本
写
経
願
文
8
6
号
の
文
章
の
末
尾
は
、
平
安
時
代
に
於
い
て
は
空
海
作
の
願
文
に
の

み
認
め
ら
れ
た
「
謹
疏
」
で
あ
る
。

ま
た
、
道
宣
（
開
皇
一
六
－
開
封
二
A
．
D
．
5
9
6
－
轡
の
撰
に
成
る
『
贋
弘
明
集
』
　
（
大
正
新
修
大
蔵
経
第
5
2
冊
、
史
伝
部
四
）
に

も
「
願
文
」
　
の
標
題
を
有
す
る
作
が
数
篇
拾
わ
れ
る
。

そ
の
冒
頭
は
、

〇
三
有
分
霞
、
四
生
稟
性
。
（
巻
第
二
十
二
、
斧
三
部
一
切
経
願
文
、
親
政
作
）

○
弟
子
沈
約
。
上
白
十
方
諸
彿
十
方
諸
大
聖
今
日
見
前
衆
僧
。
（
巻
第
二
十
八
・
千
僧
合
願
文
）

の
如
く
、
1
、
無
形
式
か
2
、
弟
子
～
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
平
安
時
代
極
初
期
の
形
式
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

末
尾
の
表
現
形
式
も
、
一
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〇
四
方
内
附
萬
福
現
前
。
六
趣
怨
親
同
登
正
餐
。
（
巻
第
二
十
二
・
周
経
蔵
願
文
、
王
褒
）

の
如
く
、
や
は
り
、
平
安
時
代
極
初
期
に
認
め
ら
れ
た
1
、
無
形
式
の
タ
イ
プ
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
国
で
作
成
さ
れ
た
願

文
の
文
献
蒐
集
に
努
め
、
具
体
的
・
網
羅
的
調
査
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
1
）
小
松
茂
美
『
平
家
納
経
の
研
究
』
所
載
「
願
文
年
表
」
は
、
主
と
し
て
日
記
・
記
録
史
料
に
み
え
る
平
安
以
後
の
作
例
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
空
海
・
道
真
・
匡
房
の
作
な
ど
を
始
め
と
す
る
現
存
作
品
の
殆
ど
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
1
稿
末
「
平
安
時
代
願
文
一
覧
稿
」

（
有
年
紀
分
）
　
参
照
。

（
2
）
平
安
朝
文
学
研
究
上
の
願
文
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
有
益
で
あ
る
。

渡
辺
秀
夫
「
天
皇
と
不
死
－
皇
帝
追
善
顧
文
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
（
『
日
本
文
学
』
3
8
－
1
、
平
成
元
・
1
）
。

小
峰
和
明
「
『
江
都
督
納
言
顧
文
集
』
の
世
界
二
）
－
堀
河
院
追
善
願
文
を
中
心
に
－
」
　
（
『
中
世
文
学
研
究
』
1
3
、
昭
和
6
2
・
8
）
。

（
3
）
峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
　
（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
昭
和
5
5
・
東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
4
）
峰
岸
明
『
変
体
漢
文
』
　
（
昭
和
6
1
・
東
京
堂
）
第
七
章
変
体
漢
文
の
文
体
。

（
5
）
拙
稿
「
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
9
、
昭
和
6
1
・
5
）
。

（
6
）
　
注
の
小
松
文
献
。

（
7
）
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
　
（
昭
和
4
2
・
東
京
大
学
出
版
会
）
。

同
『
講
座
国
語
史
4
文
法
史
』
第
三
章
古
代
の
文
法
H
（
昭
和
5
7
・
大
修
館
）
。

（
8
）
渡
辺
秀
夫
（
願
文
の
総
合
的
研
究
）
口
頭
発
表
（
昭
和
6
3
年
度
国
文
学
研
究
資
料
館
・
共
同
研
究
）

（
9
）
大
曽
根
章
介
「
『
諷
諭
顕
文
表
白
筆
鉢
』
に
つ
い
て
」
　
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
4
7
、
昭
和
5
6
・
3
）
。

（
1
0
）
文
章
構
成
法
の
解
析
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
文
献
が
参
考
と
な
る
。

注
㈹
渡
辺
・
小
峰
文
献
。
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小
峰
和
明
「
『
江
都
督
納
言
顧
文
集
』
　
の
世
界
（
二
）
－
後
三
条
院
関
連
願
文
を
中
心
に
ー
」
　
（
『
中
世
文
学
研
究
』
1
4
、
昭
和
6
3
・
8
）
。

（
1
1
）
注
（
3
）
文
献
に
拠
れ
ば
、
「
乃
至
法
界
平
等
利
益
」
　
で
結
ぶ
形
式
は
、
哀
白
文
の
場
合
、
南
北
朝
時
代
を
始
発
と
し
て
江
戸
時
代
に
定
着
す
る

と
説
く
。

（
1
2
）
金
岡
照
光
「
敦
焙
文
献
に
見
ら
れ
る
諸
神
話
菩
薩
信
仰
の
一
様
相
－
題
記
・
追
善
文
・
願
文
等
を
主
と
し
て
－
」

（
『
髭
銅
管
教
研
究
論
集

ー
道
教
の
思
想
と
文
化
－
』
昭
和
5
2
・
国
書
刊
行
会
）
。

▼
引
用
本
文
は
、
『
性
雲
集
』
・
『
菅
家
文
革
』
－
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
日
本
三
代
実
録
』
・
『
本
朝
世
紀
』
・
『
本
朝
文
粋
』
・
『
本
朝
続
文

枠
』
・
『
本
朝
文
集
』
－
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
『
江
都
督
納
言
顧
文
集
』
－
六
地
蔵
寺
本
（
汲
古
書
院
刊
）
　
に
拠
り
、
印
刷
の
都
合
上
訓
点
等
は
省
略

に
従
っ
た
。

〔
附
記
〕
成
稿
に
当
た
り
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り
懇
切
な
御
指
導
賜
っ
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。
尚
、
本
稿
は
、
平
成
元
年
度
文
部

省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
A
）
　
課
題
「
平
安
鎌
倉
時
代
語
研
究
資
料
の
綜
合
的
調
査
研
究
」
及
び
（
奨
励
研
究
A
）
課
題
「
平
安
鎌

倉
時
代
に
於
け
る
表
白
・
願
文
の
文
体
の
研
究
」
　
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



6
－
平
安
時
代
願
文
一
覧
稿
（
有
標
題
・
年
紀
）

2

一
、
平
安
時
代
初
期
資
料
群
（
七
九
二
　
－
　
九
〇
〇
）
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平

1
延
暦
十
七
年

2
大
同
　
二
年

3
弘
仁
　
元
年

4
弘
仁
　
四
年

5
弘
仁
　
六
年

6
弘
仁
十
一
年

7
弘
仁
十
二
年

8
弘
仁
十
二
年

9
弘
仁
十
二
年

1
0
天
長
　
元
年

1
1
天
長
　
元
年

1
2
天
長
　
三
年

1
3
天
長
　
四
年

1
4
天
長
　
四
年

1
5
天
長
　
四
年

八
月
廿
六
日

二
月
十
一
日

十
月
廿
五
日

十
月
十
五
日

九
月
　
六
日

九
月
　
七
日

十
月
　
八
日

三
月
　
二
日

十
月
廿
二
日

十
月
　
八
日

五

月

一

日

五
月
廿
四
日

七
月
廿
四
日

故
石
田
女
王
一
切
経
等
施
入
願
文

田
少
弐
為
孝
子
設
斎
願
文
一
首

東
太
上
為
放
中
務
脚
伊
与
親
王
修
功
徳
願
文
一
首

為
藤
大
使
中
納
言
願
文
一
首

為
式
部
笠
丞
願
文
一
首

為
知
識
華
厳
会
願
文
一
首

奉
為
四
恩
図
二
部
大
豊
茶
羅
井
十
護
像
願
文
一
首

為
放
藤
中
納
言
事
造
十
七
尊
像
願
文
一
首

為
葛
摂
津
軍
設
先
考
忌
斎
願
文
一
首

於
東
大
寺
供
養
三
宝
願
文
一
首

笠
大
夫
奉
為
先
批
造
大
畳
茶
羅
像
願
文
一
首

東
南
院
文
書
（
平
安
退
文
一
七
）

性
霊
集
　
巻
七

性
霊
集
　
巻
六

性
霊
集
　
巻
六

性
霊
集
　
巻
六

性
霊
集
　
巻
七

性
霊
集
　
巻
七

性
霊
集
　
巻
七

性
霊
集
　
巻
七

性
霊
集
　
巻
七

性
霊
集
　
巻
七

為
弟
子
僧
異
体
設
亡
妹
七
々
斎
井
奉
人
伝
燈
料
田
願
文
一
首

於
大
極
紫
震
両
殿
請
百
僧
等
顧
文
一
首

大
夫
左
衛
佐
為
亡
室
造
大
日
損
像
願
文
一
首

右
将
軍
於
華
山
宅
設
左
僕
射
大
祥
斎
願
文
一
首

性
霊
集
　
巻
八

性
霊
集
　
巻
六

性
雲
集
　
巻
八

性
霊
集
　
巻
六
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平
72

1
6
天
長

1
7
天
長

1
。
0
天
長

1

9

天

長

2

0

天

長

2

1

貞

観

〔
貞
観

2
2
貞
観

〔
貞
観

2
3
貞
観

〔
貞
観

2
4
貞
観

〔
貞
観

2
5
貞
観

〔
貞
観

2
6
貞
観

〔
貞
観

2
7
貞
観

〔
貞
観

四
年
　
九
月

六
年

六
年

九
年
　
八
月
廿
二
日

十
年
　
九
月
廿
一
日

元
年

元
年

三
年
　
三
月
十
四
日

三
年
　
三
月
十
四
日

五
年
十
二
月
十
三
日

五
年
十
二
月
十
三
日

六
年
　
八
月
十
五
日

六
年
　
八
月
十
五
日

七
年
　
八
月
　
三
日

七
年
　
八
月
　
三
日

十
年
　
八
月
廿
七
日

十
年
　
八
月
廿
七
日

十
年

十
年

天
長
皇
帝
為
放
中
務
卿
親
王
講
法
華
経
願
文
一
首

性
霊
集
　
巻
六

和
命
婦
於
法
華
寺
奉
入
千
燈
料
田
願
文
一
首

播
州
和
判
官
摂
災
願
文
一
首

高
野
山
万
燈
会
願
文
一
首

伊
都
内
親
王
御
施
入
願
文

為
刑
部
福
主
四
十
賀
願
文

四
十
賀
願
文

東
大
寺
大
併
合
御
願
文

性
霊
集
　
巻
七

性
雲
集
　
巻
八

性
霊
集
　
巻
八

御
物
（
平
安
遺
文
五
六
）

菅
家
文
革
　
巻
十
一

代
刑
部
福
主
　
菅
原
道
真
　
本
朝
文
集
　
巻
第
廿
九
〕

本
朝
文
集
　
巻
廿
五

日
本
三
代
実
録
〕

為
源
大
夫
閣
下
〔
能
有
〕
、
先
批
伴
氏
周
忌
法
会
願
文

先
批
伴
氏
周
忌
法
令
顧
文
　
　
　
　
　
　
　
代
源
能
有
　
菅
原
道
真

為
大
枝
豊
琴
等
先
批
周
忌
法
会
願
文

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

先
枇
周
忌
法
令
願
文
　
　
　
　
　
　
代
大
江
豊
峯
眞
峯

為
平
子
内
親
王
先
批
藤
原
氏
〔
貞
子
〕
周
忌
法
会
願
文

先
批
藤
原
氏
周
忌
法
令
顧
文

為
弾
正
努
親
王
先
批
紀
氏
修
功
徳
願
文

為
先
枇
紀
氏
修
功
徳
願
文

〔
為
〕
某
人
亡
考
周
忌
法
会
願
文

先
考
周
忌
法
令
願
文

代
平
子
内
親
王

菅
原
道
真
　
本
朝
文
集

菅
家
文
革

菅
原
道
真
　
本
朝
文
集

菅
家
文
革

代
弾
正
ヂ
親
王
　
菅
原
道
真
　
本
朝
文
集

菅
家
文
革

代
某
人
　
菅
原
道
真
　
本
朝
文
集

巻
十
一

巻
第
廿
九
〕

巻
十
一

巻
第
廿
九
〕

巻
十
一

巻
第
廿
九
〕

巻
十
一

巻
第
廿
九
〕

巻
十
一

巻
第
廿
九
〕
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平

2
8
貞
観
十
一
年
　
九
月
廿
五
日

〔
貞
観
十
一
年
　
九
月
廿
五
日

2
9
貞
観
十
三
年
十
二
月
十
六
日

〔
貞
観
十
三
年
十
二
月
十
六
日

3
0
貞
観
十
五
年
　
五
月
十
八
日

〔
貞
観
十
五
年
　
五
月
十
八
日

3
1
貞
観
十
五
年
　
九
月
　
二
日

〔
代
〕
安
氏
諸
大
夫
〔
安
部
宗
行
等
、
〕
為
先
批
修
法
華
会
願
文

為
先
批
修
法
華
合
顧
文
　
　
　
　
　
　
　
　
代
安
部
宗
行
　
菅
原
道
真

為
温
明
殿
女
御
〔
源
厳
子
、
〕
奉
賀
尚
侍
殿
下
六
十
算
修
功
徳
願
文

賀
尚
侍
殿
下
六
十
算
修
功
徳
願
文
　
代
温
明
殿
女
御
源
厳
子
　
菅
原
道
真

為
大
蔵
大
丞
藤
原
清
瀬
、
家
地
施
人
雲
林
院
願
文

家
地
施
人
雲
林
院
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
代
藤
原
清
瀬
　
菅
原
道
真

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

巻
十
一

巻
第
廿
九
〕

巻
十
一巻

第
廿
九
〕

巻
十
一

巻
第
三
十
〕

〔
貞
観
十
五
年
　
九
月
　
二
日

為
右
大
臣
〔
藤
原
基
経
〕
依
故
太
政
大
臣
〔
藤
原
良
房
〕
退
教
以
水
田
施
入
興
福
寺
願
文

菅
家
文
革
　
巻
十
一

依
故
太
政
大
臣
〔
藤
原
良
房
〕
道
教
以
水
田
施
入
興
福
寺
願
文

代
藤
原
基
経
　
菅
原
道
真

3
2
貞
観
十
六
年
　
三
月
廿
三
日

〔
貞
観
十
六
年
　
三
月
廿
三
日

3
3
貞
観
十
六
年
十
一
月
　
十
日

〔
貞
観
十
六
年
十
一
月
　
十
日

貞
観
寺
設
大
帝
合
願
文

本
朝
文
集
　
巻
第
廿
九
〕

本
朝
文
集
　
巻
廿
一

日
本
三
代
実
母
〕

3
4
貞
観
十
八
年

〔
貞
観
十
八
年

3
5
貞
観
十
八
年

〔
貞
観
十
八
年

型
元
慶
　
三
年

四
月
廿
三
日

四
月
廿
三
日

為
源
大
夫
〔
湛
〕
、
亡
宝
藤
氏
七
々
日
、
修
功
徳
願
文

亡
室
藤
氏
七
々
自
修
功
徳
願
文
　
　
　
　
　
　
　
代
源
湛
　
菅
原
道
真

為
前
陸
奥
守
安
大
夫
〔
安
部
貞
行
〕
、
於
華
山
寺
講
法
華
経
願
文

於
華
山
寺
講
法
華
経
願
文
　
　
　
　
　
　
　
代
安
部
貞
行
　
菅
原
道
真

九
月
　
為
南
中
納
言
〔
南
淵
年
名
〕
、
奉
賀
右
丞
相
〔
藤
原
基
経
〕
四
十
年
法
会
願
文

九
月
　
　
　
　
賀
藤
原
基
経
四
十
算
修
法
会
願
文
　
　
　
　
代
南
淵
年
名
　
菅
原
道
真

三
月
廿
四
日
　
事
大
上
皇
〔
清
和
上
皇
〕
勅
、
於
清
和
院
法
会
願
文

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

巻
十
一

巻
第
三
十
〕

巻
十
一

巻
第
三
十
〕

巻
十
一

巻
第
三
十
〕

巻
十
一
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〔
元
慶

3
7
元
慶

〔
元
慶

墾
元
慶

〔
元
慶

3
9
元
慶

〔
元
慶

嬰
元
慶

〔
元
慶

4
1
元
慶

4
2
元
慶

〔
元
慶

4
3
元
慶

〔
元
慶

4
4
元
慶

〔
元
慶

4
5
仁
和

〔
仁
和

4
6
仁
和

三
年
　
三
月
廿
四
日
　
清
和
天
皇
於
清
和
院
修
法
会
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
道
真
　
本
朝
文
集
　
巻
第
三
十
〕

五
年
　
十
月
廿
一
（
廿
二
）
日
　
〔
於
〕
吉
祥
院
〔
修
〕
法
華
会
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
家
文
革
　
巻
十
一

五
年
　
十
月
廿
一
日

五
年
十
一
月
十
六
日

五
年
十
一
月
十
六
日

六
年
　
三
月
十
三
日

六
年
　
三
月
十
三
日

六
年

六
年

七
年
　
三
月
十
八
日

八
年
　
二
月
十
二
日

八
年
　
二
月
十
二
日

八
年
　
四
月
　
十
日

八
年
　
四
月
　
十
日

八
年

八
年

元
年
十
二
月
　
廿
日

元
年
十
二
月
　
廿
日

二
年
　
二
月
　
廿
日

於
吉
祥
院
修
法
華
合
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
道
真
　
本
朝
文
集
　
巻
第
三
十
〕

事
大
皇
大
后
〔
明
子
〕
令
旨
、
奉
為
〔
清
和
〕
太
上
天
皇
御
周
忌
〔
修
〕
法
会
願
文
　
菅
家
文
革
　
巻
十
一

太
皇
太
后
奉
為
清
和
天
皇
周
忌
修
法
合
願
文
　
　
　
　
　
　
菅
原
道
真

為
故
〔
源
〕
尚
侍
〔
源
全
姫
〕
家
人
、
七
々
日
果
宿
願
法
会
願
文

源
尚
侍
七
々
日
忌
修
法
合
願
文
　
　
　
　
　
　
代
某
家
人
　
菅
原
道
真

為
左
兵
衛
少
志
坂
上
有
識
、
先
考
周
忌
、
供
養
一
切
経
法
会
願
文

先
考
周
忌
供
養
一
切
経
法
令
顧
文
　
　
　
　
代
坂
上
有
識
　
菅
原
道
真

為
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
逆
修
功
徳
顕
文

為
藤
相
公
、
亡
室
周
忌
、
法
会
願
文

亡
室
周
忌
法
令
顧
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
藤
原
山
陰
　
菅
原
道
真

為
藤
大
夫
先
批
周
忌
追
福
願
文

先
批
周
忌
追
福
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
藤
原
高
経
　
菅
原
道
真

為
阿
波
守
藤
大
夫
修
功
徳
願
文

修
功
徳
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
藤
原
邦
直
　
菅
原
道
真

木
工
允
平
遂
良
為
先
考
、
修
功
徳
、
兼
賀
慈
母
六
十
齢
願
文

為
先
考
修
功
徳
兼
賀
慈
母
六
十
算
願
文
　
　
　
代
平
遂
良
　
菅
原
道
真

為
源
中
納
言
〔
能
有
〕
家
宝
藤
原
氏
奉
為
所
天
太
相
国
修
善
功
徳
願
文

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

巻
第
三
十
〕

巻
十
一

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二



03

の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
遷

文
変

厨
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平

〔
仁
和

4
7
仁
和

〔
仁
和

4
8
仁
和

〔
仁
和

4
9
仁
和

〔
仁
和

5
0
寛
平

5
1
寛
平

〔
寛
平

5
2
寛
平

〔
寛
平

5
3
寛
平

〔
寛
平

5
4
寛
平

〔
寛
平

5
5
寛
平

〔
寛
平

5
6
寛
平

二
年
　
二
月
　
廿
日

二
年
　
七
月
十
三
日

二
年
　
七
月
十
三
日

二
年
十
一
月
廿
七
日

二
年
十
一
月
廿
七
日

二
年
十
二
月
廿
六
日

二
年
十
二
月
廿
六
日

元
年
　
九
月
廿
四
日

四
年
　
五
月
十
六
日

四
年
　
五
月
十
六
日

四
年
十
二
月
廿
一
日

四
年
十
二
月
廿
一
日

五
年
十
一
月
廿
一
日

五
年
十
一
月
廿
一
日

八
年
　
八
月
十
六
日

八
年
　
八
月
十
六
日

九
年
　
正
月
　
三
日

九
年
　
正
月
　
三
日

九
年
　
三
月
廿
三
日

為
先
考
相
国
修
善
功
徳
願
文

代
藤
原
滋
子
　
菅
原
道
真
　
本
朝
文
集

為
清
和
女
御
源
氏
外
祖
母
多
治
氏
七
々
日
追
福
顕
文

為
外
祖
母
多
治
氏
七
々
日
忌
追
福
願
文

為
清
和
女
御
源
氏
修
功
徳
願
文

修
功
徳
願
文

為
宮
道
友
兄
実
母
氏
五
十
齢
願
文

賀
母
氏
五
十
算
願
文

修
八
講
於
嘉
祥
寺
御
顧
文

事
〔
宇
多
天
皇
〕
勅
放
却
鹿
島
願
文

宇
多
天
皇
放
却
鹿
鳥
願
文

為
諸
公
主
事
為
中
宮
〔
斑
子
〕
修
功
徳
願
文

奉
為
中
宮
修
功
徳
願
文

代
源
済
子
　
菅
原
道
真

代
源
済
子
　
菅
原
道
真

代
官
道
友
兄
　
菅
原
道
真

橘
　
廣
相

菅
原
道
真

代
諸
公
主
　
菅
原
道
真

事
中
宮
〔
班
子
〕
令
旨
為
第
一
公
主
賀
四
十
齢
願
文

中
宮
為
第
一
公
主
賀
四
十
算
願
文

菅
原
道
真

為
両
源
公
〔
湛
・
昇
〕
先
考
大
臣
〔
源
融
〕
周
忌
法
会
頗
文

先
考
周
忌
法
令
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
代
源
湛
源
昇
　
菅
原
道
真

為
尚
侍
藤
原
氏
〔
淑
子
〕
封
戸
施
入
門
成
寺
願
文

封
戸
施
入
園
成
寺
願
文
　
　
　
　
代
尚
侍
従
藤
原
氏
某
　
菅
原
道
真

奉
〔
宇
多
天
皇
〕
勅
雑
薬
供
施
三
宝
衆
僧
願
文

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

本
朝
文
集

菅
家
文
革

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
第
廿
五

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二

巻
第
三
十
〕

巻
十
二



の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
遷

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平
13

〔
寛
平
　
九
年
　
三
月
廿
三
日
　
宇
多
天
皇
雑
薬
供
施
三
賓
衆
僧
願
文

二
、
平
安
時
代
中
期
資
料
群
（
九
〇
一
－
一
〇
〇
〇
）

菅
原
道
真
　
本
朝
文
集
　
巻
第
三
十
〕

5
7
延
喜
　
四
年
　
三
月
廿
六
日

5
8
延
長
　
三
年
　
八
月
廿
三
日

5
9
天
慶
　
八
年
　
二
月
廿
七
日

的
天
慶
　
八
年
　
三
月
　
五
日

〔
天
慶
　
八
年
　
三
月
　
五
日

6
1
天
慶
　
十
年
　
三
月
十
七
日

〔
天
慶
　
十
年
　
三
月
十
七
日

6
2
天
産
　
十
年
　
三
月
廿
八
日

〔
天
慶
　
十
年
　
三
月
廿
八
日

6
3
天
暦
　
元
年
十
一
月
廿
二
日

〔
天
暦
　
元
年
十
一
月
廿
二
H

朗
天
暦
　
三
年
十
一
月
一
日

〔
天
暦
　
三
年
十
一
月
十
八
日

6
5
天
暦
　
四
年
　
九
月
　
四
日

〔
天
暦
　
四
年
　
六
月
　
廿
日

6
6
天
暦
　
六
年
　
十
月
　
二
日

仁
和
寺
囲
堂
供
養
願
文

醍
醐
天
皇
奉
為
母
后
胤
子
祈
冥
福
御
願
文

法
性
寺
塔
合
願
文

為
中
務
卿
親
王
家
宝
四
十
九
日
願
文

為
先
妃
藤
原
氏
四
十
九
日
忌
修
功
徳
顧
文
　
代
重
明
親
王

紀
長
谷
雄

菅
原
淳
茂

大
江
朝
綱

後
江
相
公

大
江
朝
綱

朱
雀
院
被
修
御
八
講
願
文

朱
雀
院
修
御
八
講
願
文

朱
雀
院
平
賊
後
被
修
法
会
願
文

朱
雀
天
皇
平
賊
後
修
法
合
願
文

為
左
大
臣
息
女
々
御
修
四
十
九
日
願
文

女
御
述
子
四
十
九
日
忌
追
福
願
文

陽
成
院
四
十
九
日
御
顧
文

事
為
陽
成
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
合
願
文

為
亡
息
澄
明
四
十
九
日
願
文

亡
男
澄
明
四
十
九
日
法
会
願
文

朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文

江
納
言

大
江
維
時

後
江
納
言

大
江
朝
綱

後
江
相
公

代
藤
原
宜
頼
　
大
江
朝
綱

後
江
相
公

大
江
朝
綱

後
江
相
公

大
江
朝
綱

後
江
相
公

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

巻
第
什
二

巻
第
州
五

巻
第
州
四

巻
第
十
四

巻
第
鮒
四
〕

巻
第
十
三

巻
第
州
五
〕

巻
第
十
三

巻
第
州
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
州
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
州
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
冊
四
〕

巻
第
十
四
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の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
遥

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平

〔
天
暦

6
7
天
暦

‥
〔
天
暦

6
8
天
暦

〔
天
暦

6
9
え
暦

7
0
天
徳

7
1
天
徳

7
2
應
和

〔
應
和

7
3
應
和

〔
應
和

7
4
天
禄

〔
天
禄

7
5
貞
元

〔
貞
元

〔
貞
元

7
6
貞
元

7
7
天
元

六
年

七
年

七
年

八
年

八
年

九
年

三
年

四
年

三
年

三
年

三
年

三
年

二
年

二
年

元
年

元
年

一重年
三
年

三
年

十
月
　
二
日

八
月
　
七
日

八
月
　
七
日

二
月
　
廿
日

三
月
　
廿
日

正
月
　
四
日

四
月
廿
九
日

九
月
　
九
日

三
月
十
九
日

三
月
十
九
日

八
月
廿
二
日

八
月
廿
二
日

四
月
廿
九
日

四
月
廿
九
日

九
月
十
九
日

九
月
十
九
日

九
月
十
九
日

二
月
　
十
日

九
月
　
三
日

奉
為
朱
雀
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
合
願
文

同
院
（
束
雀
）
周
忌
御
願
文

奉
為
朱
雀
院
天
皇
周
忌
法
令
願
文

柑
上
天
皇
母
后
四
十
九
日
御
願
文

村
上
天
皇
奉
為
母
后
四
十
九
日
忌
修
功
徳
願
文

村
上
天
皇
奉
為
太
皇
太
后
供
養
麗
筆
法
華
経
願
文

補
多
楽
専
修
法
令
願
文

蓮
重
寺
供
養
願
文

村
上
天
皇
供
養
雲
林
院
御
塔
願
文

村
上
天
皇
供
養
雲
林
院
御
塔
願
文

為
空
也
上
人
供
養
金
字
大
般
若
経
願
文

供
養
大
般
若
経
願
文

謙
徳
公
報
恩
願
文

為
先
考
先
批
修
報
恩
願
文

供
養
自
筆
法
華
経
願
文

供
養
自
筆
法
華
経
願
文

供
着
日
筆
法
華
経
願
文

嵯
峨
念
傭
房
訊
五
種
行
十
種
供
養
願
文

供
養
延
暦
寺
中
堂
願
文

代
座
主
延
昌

代
東
寺
法
務
寛
空

大
江
朝
綱

後
江
相
公

大
江
朝
綱

後
江
相
公

大
江
朝
綱

大
江
維
時

藤
原
後
生

藤
原
後
生

江
納
言
維
時

大
江
維
時

善
道

代
梓
空
也
　
三
善
道
統

菅
三
晶

代
藤
原
ヂ
伊

前
中
書
王

前
中
書
王

兼
明
親
王

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

朝
野
群
載

本
朝
文
集

続
群
書
煩
従
本
願
文
集

高
階
成
忠
　
本
朝
文
集

巻
第
柑
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
州
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
州
四
〕

巻
第
冊
六

巻
第
州
六

巻
第
州
六

巻
第
十
三

巻
第
丹
五
〕

巻
第
十
三

巻
第
州
七
〕

巻
第
十
四

巻
第
州
七
〕

巻
第
十
三

巻
第
二
〕

巻
第
鮒
九
〕

巻
第
八
二
八

巻
第
四
十



の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
透

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平
33

〔
天
元

7
8
天
元

〔
天
元

7
9
寛
和

〔
寛
和

8
0
寛
和

〔
寛
和

8
1
寛
和

〔
寛
和

8
2
永
延

8
3
永
延

〔
永
延

糾
正
暦

〔
正
暦

8
5
正
暦

8
6
長
徳

〔
長
徳

8
7
長
徳

三
年

五
年

五
年

元
年

元
年

元
年

九
月
　
州
日

七
月
十
三
日

七
月
十
三
日

六
月
十
七
日

六
月
十
七
日

元
年
閏
八
月

二
年
　
七
月

二
年
　
七
月

元
年
　
十
月

二
日

廿
日

廿
日

七
日

中
堂
願
文

斎
然
上
人
入
居
時
為
母
修
誓
願
文

代
斉
然
上
人
将
入
唐
為
母
修
善
顕
文

為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文

為
尊
子
長
公
主
四
十
九
日
忌
修
法
含
願
文

為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
々
御
四
十
九
日
願
文

為
藤
原
低
子
四
十
九
日
忌
追
福
願
文

賽
管
丞
相
廟
願
文

賽
菅
原
丞
相
廟
痘
文

供
養
書
鳥
山
講
堂
願
文

高
階
成
忠
　
続
群
書
類
従
本
願
文
集

慶
保
胤
　
本
朝
文
粋

三
年
　
七
月
廿
三
日
？
供
養
率
都
婆
願
文

三
年
　
七
月
廿
三
日

二
年
閏
二
月
廿
七
日

±
年
　
　
月
廿
七
日

五
年
　
二
月
　
廿
日

四
年
　
十
月
十
二
日

四
年
　
十
月
十
二
日

四
年
　
十
月
廿
一
日

供
養
率
都
婆
願
文

奉
為
図
融
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
合
願
文

奉
為
囲
融
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
合
顧
文

事
造
馬
供
経
悌
堂
王
願
文
．

為
右
近
中
将
源
宣
方
四
十
九
日
願
文

為
源
宣
方
七
々
九
忌
追
福
願
文

右
大
臣
室
為
先
考
中
書
王
供
養
伽
藍
願
文

慶
滋
保
胤

保
胤

慶
滋
保
胤

慶
保
胤

慶
滋
保
胤

慶
保
胤

慶
滋
保
胤

藤
原
惟
成

代
盲
僧
眞
救
　
大
江
匡
衡

大
江
匡
衡

菅
原
輔
正

菅
原
輔
正

代
藤
原
道
隆
　
藤
原
右
図

江
匡
衡

代
某
妻
　
大
江
匡
衡

藤
原
資
業

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

巻
第
八
二
六
〕

巻
第
十
三

巻
第
州
九
〕

巻
第
十
四

巻
第
州
九
〕

巻
第
十
三

巻
第
四
十
〕

巻
第
十
三

巻
第
丹
九
〕

巻
第
州
九

巻
第
十
三

巻
第
四
十
三
〕

巻
第
十
四

巻
第
四
十
二

巻
第
四
十
一

巻
第
十
四
′

巻
第
四
十
三
〕

巻
第
四
十
七
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三
、
平
安
時
代
後
期
資
料
群
二
〇
〇
一
－
一
〇
八
六
）

の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
遷

文
変

願
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平

8
8
長
保
　
四
年
　
十
月
廿
二
日

〔
長
保
　
四
年
　
十
月
廿
二
日

8
9
寛
弘
　
元
年
　
十
月
十
四
日

〔
寛
弘
　
元
年
　
十
月
十
四
日

9
0
寛
弘
　
二
年
　
十
月
十
九
日

〔
寛
弘
　
二
年
　
十
月
十
九
日

9
1
寛
弘
　
四
年
十
二
月
　
二
日

〔
寛
弘
　
四
年
十
二
月
　
二
日

9
2
寛
弘
　
四
年
十
二
月
　
十
日

〔
寛
弘
　
四
年
十
二
月
　
十
日

9
3
寛
弘
　
五
年
　
三
月
廿
二
日

〔
寛
弘
　
五
年
　
三
月
廿
二
日

一
条
天
皇
奉
為
母
后
修
法
合
願
文

大
江
匡
衡
　
本
朝
文
集
　
巻
第
四
十
三

本
朝
世
紀
　
十
六
〕

於
尾
張
囲
熱
田
神
社
供
養
大
般
若
願
文

於
尾
張
熱
田
社
供
養
大
般
若
願
文

為
左
大
臣
供
養
浄
妙
寺
願
文

供
養
浄
明
寺
願
文

供
養
浄
明
寺
塔
願
文

供
養
浄
明
寺
塔
願
文

為
覚
運
僧
都
四
十
九
日
願
文

為
覚
運
僧
都
四
十
九
日
忌
追
福
願
文

花
山
院
四
十
九
日
御
願
文

江
匡
衡

大
江
匡
衡

江
匡
衡

代
藤
原
道
長
　
大
江
匡
衡

江
匡
衡

代
藤
原
道
長
　
大
江
匡
衡

以
言

代
十
禅
師
懐
久
　
大
江
以
言

9
4
寛
弘

〔
寛
弘

9
5
治
安

9
6
萬
詩

〔
萬
詩

八
年
　
八
月
十
二
日

八
年
　
八
月
十
二
日

二
年
　
七
月
十
四
日

二
年
　
五
月
十
四
日

二
年
　
五
月
十
四
日

奉
為
華
山
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
合
会
願
文

一
条
院
四
十
九
日
御
願
文

奉
為
一
条
天
皇
四
十
九
日
忌
修
法
合
会
願
文

法
成
寺
金
堂
供
養
願
文

皇
后
藤
原
賊
子
四
十
九
日
忌
修
冥
福
願
文

皇
后
藤
原
賊
子
四
十
九
日
忌
修
冥
福
願
文

江
以
言

大
江
以
言

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
粋

本
朝
文
集

江
匡
衡
　
本
朝
文
粋

代
藤
原
道
長
大
江
匡
衡
本
朝
文
集

代
藤
原
道
長
　
藤
原
贋
業
　
本
朝
文
集

代
藤
原
通
任
　
菅
原
忠
貞
　
本
朝
続
文
粋

菅
原
忠
貞
　
本
朝
文
集

巻
第
十
三

巻
第
四
十
三
〕

巻
第
十
三

巻
第
四
十
三
〕

巻
第
十
三

巻
第
四
十
三
〕

巻
第
十
四

巻
第
四
十
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
四
十
四
〕

巻
第
十
四

巻
第
四
十
三
〕

巻
第
四
十
五

巻
第
十
三

巻
第
四
十
五
〕
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9
7
長
暦

9
8
長
久

〔
長
久

9
9
寛
徳

〔
寛
徳

1
9
0
水
承

〔
永
承

1
9
1
水
承

1
0
2
康
平

1
0
3
康
平

〔
康
平

1
0
4
康
平

1
0
5
治
暦

1
0
6
延
久

1
0
7
延
久

1
0
8
承
保

1
0
9
承
保

〔
承
保

〔
承
保

三
年
　
八
月

四
年
　
八
月
十
三
日

四
年
　
八
月
十
三
日

三
年
　
三
月
　
二
日

三
年
　
三
月
　
二
日

元
年
十
二
月
　
八
日

元
年
十
二
月
　
八
日

五
年
　
五
月
十
八
日

三
年
十
一
月
廿
六
日

六
年
　
六
月
十
二
日

六
年
　
六
月
十
二
日

八
年
　
八
月
十
一
日

後
朱
雀
天
皇
欲
起
三
井
寺
戒
壇
願
文

賃
成
卿
為
家
督
追
善
顧
文

為
藤
原
公
成
追
善
願
文

為
先
考
藤
原
賃
資
四
十
九
日
追
善
願
文

為
先
考
藤
原
貢
賢
四
十
九
日
追
善
願
文

小
野
宮
右
大
臣
周
忌
願
文

修
先
考
周
忌
法
令
願
文

北
野
廟
供
養
彿
経
願
文

代
其
父
寅
成

代
其
子
資
平

代
藤
原
資
平

為
藤
原
頼
道
於
白
河
院
賀
大
僧
正
明
尊
九
十
算
願
文

為
亡
息
女
東
宮
妃
周
忌
願
文

亡
女
東
宮
妃
茂
子
周
忌
法
会
願
文

清
水
寺
新
造
堂
願
文

代
藤
原
能
信

代
別
常
定
源

大
江
匡
房

明
衡
朝
臣

藤
原
明
衡

藤
原
明
衡

藤
原
明
衡

藤
原
賓
範

藤
原
貿
範

橘
　
孝
親

菅
原
定
義

明
衡
朝
臣

藤
原
明
衡

藤
原
明
衡

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
杭
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

巻
第
四
十
六

巻
第
十
三

巻
第
四
十
八
〕

巻
第
十
三

巻
第
四
十
八
〕

巻
第
十
三

巻
第
四
十
七
〕

巻
第
四
十
五

巻
第
四
十
六

巻
第
十
三

巻
第
四
十
八
〕

巻
第
四
十
八

元
年
　
九
月
廿
五
日
後
冷
泉
天
皇
奉
為
先
帝
後
朱
雀
天
皇
供
養
震
筆
法
華
経
御
願
文
藤
原
寅
綱
本
朝
文
集
巻
第
四
十
九

三
年
　
六
月
廿
九
日

五
年
　
八
月
十
九
日

元
年
　
五
月
十
八
日

二
年
　
五
月
　
四
日

二
年
　
五
月
　
四
日

三
年
　
五
月
　
四
日

円
宗
寺
五
悌
堂
供
養
願
文

皇
后
官
建
堂
舎
安
価
像
願
文

為
亡
室
四
十
九
日
願
文

殿
下
御
八
講
願
文

御
八
講
願
文

殿
下
御
八
講
願
文

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
一

藤
原
賃
成
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
六

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
三

大
江
匡
房
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
三
〕

江
大
府
脚
　
本
朝
続
文
粋
　
巻
第
十
二
〕
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平

1
1
0
承
暦

〔
承
暦

1
1
1
永
保

1
1
2
永
保

〔
永
保

〔
永
保

堅
氷
保

1
1
4
應
徳

1
1
5
應
徳

1
1
6
應
徳

〔
應
徳

〔
應
徳

三
年
十
「
二
月
五
日

三
年
十
一
月
　
五
日

二
年
十
一
月
　
廿
日

三
年
　
二
月
廿
七
日

二
年
　
二
月
廿
七
日

三
年
　
二
月
廿
七
日

二
年
　
六
月
十
三
日

二
年
　
八
月
廿
九
日

二
年
十
二
月
廿
二
日

三
年

三
年

三
年

1
1
7
應
徳
　
三
年

1
1
8
應
徳
　
三
年

〔
應
徳
　
三
年

〔
應
徳
　
三
年

六
月
十
六
日

六
月
十
六
日

六
月
十
六
日

十
月
十
三
日

十
月
　
廿
日

十
月
　
廿
日

十
月
　
廿
日

法
成
寺
塔
供
養
願
文

供
養
法
成
寺
塔
供
養
願
文

仁
和
寺
北
院
供
養
願
文

一
品
宮
仁
和
寺
御
堂
供
養
願
文

仁
和
寺
御
堂
供
養
願
文

二
品
宮
仁
和
寺
御
堂
供
養
願
文

金
剛
寿
院
供
養
願
文

法
勝
寺
常
行
堂
供
養
願
文

為
具
平
親
王
造
偶
像
願
文

囲
徳
院
供
養
願
文

園
徳
院
供
養
願
文

囲
徳
院
供
養
願
文

藤
原
師
音
舎
利
供
養
願
文

公
家
被
供
養
東
寺
塔
願
文

供
養
東
寺
塔
願
文

応
徳
塔
供
養
御
願
文

貿
綱
朝
臣
　
本
朝
続
文
粋
　
巻
第
十
二

代
藤
原
師
寅
　
藤
原
宜
綱
　
本
朝
文
集
　
巻
第
四
十
九
〕

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
一

江
大
府
卿
　
本
朝
続
文
粋
　
巻
第
十
二

大
江
匡
房
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
三
〕

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
二
〕

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
二

江
都
督
納
言
願
文
葉
　
巻
第
二

代
藤
原
頼
道
夫
人
　
藤
原
行
家
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
四

江
帥
　
本
朝
続
文
粋
　
巻
第
十
三

大
江
匡
房
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
三
〕

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
二
〕

源
　
経
信
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
一

大
江
匡
房
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
三
〕

続
群
書
類
従
本
願
文
集
　
巻
第
八
二
六
〕

四
、
平
安
時
代
院
政
期
資
料
群
二
〇
八
七
　
－
　
〓
九
〓

1
1
9
寛
治
　
二
年
　
八
月
廿
九
日
供
肇
二
井
寺
常
行
堂
願
文

藤
原
行
家
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
四
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1
2
0
寛
治

1
2
1
寛
治

1
2
2
寛
治

1
2
3
寛
治

1
2
4
康
和

1
2
5
康
和

1
2
6
康
和

〔
康
和

1
2
7
康
和

1
2
8
康
和

1
2
9
長
治

1
3
0
長
治

〔
長
治

1
3
1
嘉
承

1
3
2
嘉
承

1
3
3
嘉
承

1
3
4
天
仁

1
3
5
天
仁

1
3
6
天
仁

二
年
　
六
月
廿
二
日

五
年
十
二
月
十
七
日

五
年
十
二
月
十
七
日

六
年
　
三
月
廿
六
日

二
年
　
九
月
十
九
日

三
年
　
七
月
廿
四
日

四
年
　
六
月
　
廿
日

四
年
　
六
月
　
廿
日

四
年
　
七
月
十
九
日

四
年

元
年
　
八
月
一
日

元
年
十
二
月
廿
五
日

元
年
十
二
月
廿
五
日

二
年
　
九
月

二
年
十
二
月
廿
一
日

二
年

元
年
十
二
月
　
二
日

二
年
　
二
月

二
年
　
六
月
廿
九
日

母
堂
為
先
老
修
善
願
文

院
被
供
養
熊
野
山
多
宝
塔
願
文

橘
寺
願
文

囁
惹
院
供
養
願
文

安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文

大
皇
太
后
官
為
藤
原
師
宜
修
冥
福
願
文

為
亡
男
隆
兼
四
十
九
日
忌
修
追
福
願
文

為
亡
男
隆
兼
四
十
九
日
忌
修
追
福
願
文

逆
修
法
合
顔
文

字
佐
官
新
堂
願
文

堀
河
院
奉
為
母
后
御
八
講
願
文

賀
源
俊
房
七
十
算
願
文

賀
源
俊
房
七
十
算
願
文

堀
河
院
旧
臣
結
緑
経
願
文

皇
后
官
亮
願
文

左
大
臣
家
平
野
建
立
堂
願
文

源
中
将
願
文

右
中
弁
為
隆
願
文

中
宮
御
堂
供
養
願
文

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
五

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
二

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
二

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
二

江
都
督
納
言
顕
文
集
　
巻
第
三

源
俊
明
　
本
朝
文
集

大
江
匡
房
　
本
朝
続
文
粋

大
江
匡
房
　
本
朝
文
集

源
　
俊
房
　
本
朝
文
集

巻
第
五
十
三

巻
第
十
三

巻
第
五
十
三
〕

巻
第
五
十
五

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
三

江
大
府
卿
　
本
朝
続
文
粋
　
巻
第
十
三

大
江
匡
房
　
本
朝
続
文
粋
　
巻
第
十
二

大
江
匡
房
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
三
〕

江
都
督
納
言
願
文
葉
　
巻
第
一

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
六

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
三

江
都
督
納
言
顧
文
集
　
巻
第
六

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
六

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
二
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1
3
7
天
仁

1
3
8
天
仁

1
3
9
天
仁

1
4
0
天
仁

1
4
1
天
仁

1
4
2
天
仁

1
4
3
天
永

1
4
4
天
永

1
4
5
天
永

1
4
6
天
永

1
4
7
天
永

1
4
8
天
永

1
4
9
延
久

1
5
0
保
安

〔
保
安

1
5
1
天
治

〔
天
治

1
5
2
天
治

1
5
3
大
治

二
年
　
十
月
十
一
日

三
年
　
五
月
十
一
日

三
年
　
六
月
廿
七
日

三
年
　
六
月
．

三
年
　
八
月

三
年

元
年
十
一
月

二
年
　
二
月

二
年
　
三
月

二
年

三
年
　
六
月

正
月

五
年
　
六
月
十
二
日

元
年
十
一
月
廿
八
日

元
年
十
一
月
廿
八
日

二
年
十
一
月
廿
三
日

二
年
十
一
月
廿
三
日

三
年
　
三
月
廿
四
日

二
年
十
一
月
　
四
日

院
二
m
経
御
願
文

白
河
院
金
泥
一
切
経
供
養
願
文

中
納
言
源
国
信
釈
迦
堂
願
文

丹
後
守
正
盛
堂
供
養
願
文

美
濃
前
司
知
房
願
文

円
宗
寺
五
大
堂
願
文

於
真
言
寺
被
造
立
多
宝
塔
願
文

大
炊
殿
為
尼
願
文

院
柑
講
御
願
文

鳥
羽
多
宝
塔
御
願
文

大
北
政
所
奉
為
故
二
条
殿
於
高
陽
院
被
修
八
講
願
文

於
安
楽
寺
被
供
養
大
般
若
経
願
文

後
三
条
院
五
七
日
御
願
文

前
女
御
源
朝
臣
為
亡
息
第
三
艶
王
周
忌
願
文

前
女
御
源
朝
臣
為
亡
息
第
三
親
王
周
忌
追
福
願
文

鳥
羽
院
参
御
熊
野
山
願
文

江
都
督
納
言
願
文
集
．
巻
第
一

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
一

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
三

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
六

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
六

江
都
督
納
言
顕
文
集
　
巻
第
一

江
都
督
納
言
願
文
集

江
都
督
納
言
願
文
集

江
都
督
納
言
願
文
集

江
都
督
納
言
願
文
集

江
都
督
納
言
願
文
集

江
都
督
納
言
願
文
集

江
都
督
納
言
願
文
集

巻
第
一

巻
第
五

巻
第
一

巻
第
一

巻
第
五

巻
第
三

巻
第
一

敦
光
朝
臣

藤
原
敦
光

敦
光
朝
臣

鳥
羽
上
皇
詣
熊
野
山
願
文

建
立
中
尊
寺
願
文

鳥
羽
上
皇
高
野
御
塔
供
養
願
文

藤
原
敦
光

代
藤
清
衡
　
藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

本
朝
杭
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

巻
第
十
三

巻
第
五
十
八
〕

巻
第
十
二

巻
第
五
十
七
〕

巻
第
五
十
八

巻
第
十
二



の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
還

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

実
表

平
93

〔
大
治

1
5
4
大
治

〔
大
治

1
5
5
大
治

〔
大
治

1
5
6
天
承

1
5
7
長
承

1
5
8
保
延

〔
保
延

1
5
9
保
延

〔
保
延

1
6
0
保
延

〔
保
延

1
6
1
久
安

1
6
2
久
安

1
6
3
久
安

〔
久
安

1
6
4
久
安

〔
久
安

二
年
十
一
月
　
四
日

三
年
　
十
月
廿
二
日

三
年
　
十
月
廿
二
日

四
年
　
九
月
廿
八
日

四
年
　
九
月
廿
八
日

元
年
十
一
月
三
十
日

三
年
　
　
　
廿
七
日

二
年
　
三
月
廿
三
日

二
年
　
三
月
廿
三
日

二
年
　
六
月
十
三
日

二
年
　
六
月
十
三
日

六
年
　
十
月
十
四
日

六
年

・
二
年
　
五
月
廿
六
日

三
年
　
三
月
廿
七
日

三
年
　
八
月
十
一
日

三
年
　
八
月

三
年
十
一
月
　
州
日

三
年
十
一
月
　
冊
日

鳥
羽
上
皇
高
野
御
塔
供
養
願
文

白
河
法
皇
八
幡
一
切
経
供
養
願
文

白
河
法
皇
於
石
清
水
八
幡
一
切
経
供
養
願
文

待
賢
門
院
奉
為
白
河
院
追
善
願
文

待
賢
門
院
事
為
白
河
天
皇
惨
冥
福
願
文

顕
季
卿
室
千
日
講
結
膜
々
文

鳥
羽
天
皇
園
城
寺
供
養
願
文

鳥
羽
勝
光
明
院
供
養
願
文

鳥
羽
勝
光
明
院
供
養
願
文

鳥
羽
院
事
為
母
后
五
部
大
乗
経
供
養
願
文

鳥
羽
天
皇
奉
為
贈
后
供
養
五
部
大
乗
経
願
文

於
宮
崎
宮
輯
讃
大
般
若
経
願
文

大
江
国
通
願
文

崇
徳
天
皇
奉
為
待
賢
門
院
修
法
華
八
講
御
願
文

賀
藤
原
忠
貢
七
十
算
願
文

安
楽
書
院
阿
弼
陀
堂
供
養
願
文

安
楽
寿
院
内
阿
弼
陀
堂
供
養
願
文

千
日
御
講
御
願
文

千
日
御
講
御
願
文

藤
原
敦
光

敦
光
朝
臣

藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

巻
第
五
十
七
〕

巻
第
十
二

巻
第
五
十
七
〕

巻
第
十
三

巻
第
五
十
七
〕

江
都
督
納
言
願
文
集
　
巻
第
五

藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

藤
原
敦
光

大
江
図
通

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
続
文
粋

本
朝
文
集

本
朝
文
集

巻
第
五
十
八

巻
第
十
二

巻
第
五
十
七
〕

巻
第
十
三

巻
第
五
十
七
〕

巻
第
五
十
五

石
清
水
田
中
家
文
書
（
平
安
遺
文
・
二
四
三
五
）
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十

代
藤
忠
通
　
藤
原
顕
業
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
九

藤
原
顕
業
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
九

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
顕
業
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
九

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕
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）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
超

文
変

願
の

の
式

代
形

時
現

実
哀

平

1
6
5
久
安

〔
久
安

1
6
6
久
安

〔
久
安

1
6
7
久
安

〔
久
安

1
6
8
久
安

〔
久
安

1
6
9
久
安

〔
久
安

1
7
0
久
安

〔
久
安

m
久
安

〔
久
安

1
7
2
仁
平

〔
仁
平

1
7
3
仁
平

〔
仁
平

1
7
4
仁
平

四
年
閏
六
月
　
十
日

四
年
間
六
月
　
十
日

四
年
　
六
月

四
年
　
六
月

四
年
　
九
月
十
五
日

四
年
　
九
月
十
五
日

五
年
十
一
月
十
二
日

五
年
十
一
月
十
二
日

六
年
　
九
月
十
一
日

六
年
　
九
月
十
一
日

六
年
　
九
月

六
年
　
九
月

六
年
　
十
月

六
年
　
十
月

元
年
閏
四
月

元
年
閏
四
月

元
年
　
六
月

元
年
　
六
月

元
年
　
七
月

廿
日

廿
日

七
日

七
日

廿
日

廿
日

九
日

九
日

四
日

鳥
羽
天
皇
御
逆
修
法
合
願
文

御
逆
修
御
願
文

鳥
羽
天
皇
奉
為
贈
皇
后
修
法
華
八
講
御
願
文

奉
為
贈
皇
后
御
八
講
御
願
文

鳥
羽
天
皇
於
天
王
寺
御
逆
修
功
徳
御
願
文

天
王
寺
御
逆
修
御
願
文

天
王
専
念
彿
三
昧
院
供
養
願
文

天
王
専
念
併
三
昧
院
供
養
御
願
文

鳥
羽
天
皇
於
天
王
寺
御
逆
修
功
徳
御
願
文

天
王
寺
御
逆
修
御
願
文

鳥
羽
天
皇
御
逆
修
結
顧
御
願
文

同
御
逆
修
結
願
御
願
文

千
日
御
講
御
願
文

千
日
御
講
御
願
文

鳥
羽
天
皇
逆
修
法
合
御
願
文

御
逆
修
法
御
願
文

鳥
羽
天
皇
結
顧
皇
陀
羅
供
養
願
文

同
結
願
星
陀
羅
供
養
願
文

鳥
羽
天
皇
白
河
東
御
堂
内
御
塔
供
養
御
顕
文

藤
原
茂
明
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
九

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
　
巻
第
六
十

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
　
巻
第
六
十

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
　
巻
第
六
十

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
　
巻
第
六
十

彰
考
館
戒
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
　
巻
第
六
十

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
　
巻
第
六
十

彰
考
館
哀
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
哀
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
顧
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一



の尾
）

末
本

・
山

頭
（

冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
選

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平
14

〔
仁
平

1
7
5
仁
平

〔
仁
平

1
7
6
仁
平

〔
仁
平

1
7
7
仁
平

〔
仁
平

1
7
8
仁
平

〔
仁
平

1
7
9
仁
平

〔
仁
平

1
8
0
仁
平

〔
仁
平

1
8
1
仁
平

1
8
2
仁
平

〔
仁
平

1
8
3
久
詩

〔
久
書

1
8
4
久
書

元
年
　
七
月
　
四
日

元
年
　
十
月
十
六
日

元
年
　
十
月
十
六
日

二
年
　
正
月
十
九
日

二
年
　
正
月
十
九
日

二
年
十
二
月
十
八
日

二
年
十
二
月
十
八
日

三
年
　
二
月
十
四
日

三
年
　
二
月
十
四
日

三
年
　
七
月

三
年
　
七
月

四
年
　
三
月
　
二
日

四
年
　
三
月
　
廿
日

．
四
年
　
六
月
　
八
日

四
年
　
八
月
　
九
日

四
年
　
八
月
　
九
日

二
年
　
二
月
廿
七
日

二
年
　
二
月
廿
七
日

二
年
　
六
月
　
六
日

白
河
東
御
堂
内
御
塔
供
養
御
願
文

十
楽
畳
陀
羅
供
養
願
文

十
楽
皇
陀
羅
供
養
御
願
文

鳥
羽
天
皇
六
十
日
大
般
若
御
講
御
願
文

六
十
日
大
般
若
御
講
御
願
文

鳥
羽
天
皇
刻
千
拉
阿
弼
陀
悌
御
願
文

千
位
阿
頚
陀
悌
御
願
文

鳥
羽
天
皇
於
熊
野
本
宮
金
泥
一
切
経
供
養
御
願
文

熊
野
金
泥
一
切
経
供
養
御
願
文

鳥
羽
天
皇
千
日
御
講
御
顕
文

千
日
御
講
御
願
文

鳥
羽
天
皇
奉
為
堀
河
天
皇
修
五
部
大
乗
経
御
願
文

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
茂
明
　
本
朝
文
集
　
巻
第
五
十
九

彰
考
館
蔵
顧
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
顧
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十

奉
為
堀
川
院
御
八
講
御
顕
文

事
為
法
皇
供
養
等
身
薬
師
彿
一
躯
願
文

鳥
羽
天
皇
供
養
金
剛
心
院
御
願
文

金
剛
心
院
供
養
御
願
文

鳥
羽
天
皇
安
楽
書
院
内
不
動
堂
供
養
御
願
文

安
楽
寿
院
内
不
動
堂
供
養
御
願
文

鳥
羽
天
皇
三
七
御
逆
修
功
徳
御
願
文

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

代
藤
原
道
長
　
藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一
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冒
て

る
い

け
つ

於
に

に
遥

文
変

額
の

の
式

代
形

時
現

安
表

平

〔
久
語

1
8
5
久
詩

〔
久
詩

1
8
6
久
喜

輿
水
暦

1
8
8
長
寛

1
8
9
永
萬

1
9
0
仁
安

〔
仁
安

1
9
1
仁
安

1
9
2
嘉
應

1
9
3
承
安

1
9
4
承
安

1
9
5
安
元

1
9
6
安
元

〔
安
元

1
9
7
治
承

1
9
8
治
承

1
9
9
治
承

二
年
　
六
月
　
六
日

二
年
　
六
月
廿
六
日

二
年
　
六
月
廿
六
日

二
年
　
九
月
廿
八
日

元
年
　
三
月
十
八
日

二
年
　
九
月

元
年
　
六
月
十
三
日

元
年
　
九
月

元
年
　
九
月
廿
六
日

四
年
　
二
月
　
三
日

元
年
　
六
月
十
七
日

三
年
十
一
月
十
一
日

四
年
　
三
月

二
年
　
八
月
廿
五
日

三
年
　
七
月
　
五
日

三
年
　
七
月
　
五
日

元
年
十
二
月

二
年
　
十
月
　
十
日

二
年
　
十
月
廿
一
日

三
七
日
御
道
修
御
願
文

鳥
羽
天
皇
結
願
御
願
文

同
結
願
御
願
文

修
冥
道
供
願
文

建
立
肥
後
州
妙
見
中
宮
願
文

奉
納
厳
嶋
大
明
神
願
文

二
条
天
皇
康
隆
寺
再
興
供
養
願
文

為
藤
原
基
寅
修
冥
福
願
文

為
藤
原
基
貨
修
冥
福
願
文

知
足
院
能
舜
東
丈
六
堂
供
養
願
文

後
白
河
天
皇
逆
修
功
徳
願
文

定
兼
塔
供
養
願
文

建
春
門
院
詣
厳
嶋
願
文

彰
考
館
蔵
願
文
集
〕

藤
原
永
範
　
本
朝
文
集
　
巻
第
六
十
一

彰
考
館
蔵
顧
文
集
〕

代
藤
原
忠
賃
　
藤
原
敦
仁

平
　
貞
能

平
　
清
盛

藤
原
永
範

藤
原
敦
綱

藤
原
敦
綱

平
　
信
範

藤
原
永
範

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

本
朝
文
集

巻
第
六
十
二

巻
第
六
十
三

巻
第
六
十
二

巻
第
六
十

巻
第
六
十

巻
第
六
十
〕

巻
第
六
十

巻
第
六
十
一

表
白
集
（
続
群
書
類
従
巻
第
八
百
二
十
五
）

後
白
河
天
皇
為
建
春
門
院
中
陰
忌
修
法
合
願
文

高
倉
天
皇
奉
為
前
建
春
門
院
修
法
華
八
講
御
願
文

高
倉
天
皇
奉
為
前
建
春
門
院
修
法
華
八
講
御
願
文

詣
熊
野
願
文

建
裡
門
院
修
冥
道
供
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On Historical Changes in Expressive Forms of
Opening And Final Parts in Heian-era Ganmon

Shingo YAMAMOTO

In the study of Heian-era hentai-kambun (a style based mainly upon

Japanized Chinese) , one possible approach is to follow historical changes

in expressive forms of opening and final parts of the sentences.

At Buddhistic congregation the script called Ganmon on which the

president praied for the repose of a dead person's soul was announced,

and the main body of ganmon consisted of couplets. Most of ganmon were

written by the then stylists.

Nearly 200 ganmon samples were examined for this analysis.

I reach the conclusion that the samples show a tendency toward fixed

forms of opening and final parts in the middle part of the Heian Era.




